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   午前１０時００分開議 

○議長（秋山哲朗君）  おはようございます。これより本日の会議を開きます。 

 この際事務局より諸般の報告をいたさせます。事務局長。 

○議会事務局長（重村暢之君）  御報告いたします。 

 本日、机上に配付してございますものは、議事日程表（第２号）、以上１件でご

ざいます。 

 御報告を終わります。 

○議長（秋山哲朗君）  本日の議事日程は、お手元に配付いたしております日程表の

とおりでありますので、御協力をお願いいたします。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、山中佳子議

員、岩本明央議員を指名いたします。 

 日程第２、一般質問を行います。 

 既に送付いたしております一般質問順序表に従いまして、順次質問を許可いたし

ます。山本昌二議員。 

   〔山本昌二君 登壇〕 

○１５番（山本昌二君）  おはようございます。それでは、政和会の山本昌二ですが

一般質問をさせていただきます。 

 ドクターヘリ運航開始に伴う臨時ヘリポートについて質問させていただきます。 

 命をつなぐドクターヘリの運航開始は大変すばらしいことです。美祢市内の臨時

ヘリポート（ランデブーポイント）とも言われておりますが、市長さんの昨年の御

説明では１０箇所と説明されました。その場所は、まずどこかをお聞きしたいと思

います。 

 なぜなら、ドクターヘリが離着陸する病院や学校、公園等の臨時ヘリポートの周

辺では、騒音や風塵などが発生するそうです。ドクターヘリが円滑に運航されるに

は、地域の皆さんの御協力が必要とされています。特に、１０箇所の臨時ヘリポー

トに指定された場所は、平素から周辺の環境の保全に努めることが大切と私は思い

ます。学校グラウンドであれば、その指定された場所にはスポーツ用具など絶対に、

ましてや自家用車なども絶対に平素から置かないようにしなければいけないと思い

ます。いつ、その周辺の市民の方が急病を発し、ドクターヘリの要請をすることに
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なるかわかりません。そのためにも、常日ごろからその心がけは命と同様に大事と

思います。 

 なぜなら、その事例を申し上げます。 

 １０数年前のことですが、萩市見島の５歳の男の子が昼間急病を発し、見島の自

衛隊基地のヘリコプターに本人と母親、そして見島診療所のドクター、まあ自治医

科大卒の先生と聞いておりますが、が同乗されて萩市内の病院へ向かったわけです。

そして、１５分後に病院のヘリポートへ着陸しようとしたところ、その地へ自家用

車が止めてあって、どうしようもなくその自衛隊のヘリコプターは急上昇して、宇

部市内の山口大学医学部附属病院へ向かったわけであります。 

 ところが、残念なことに、ちょうど大田の上空で、その子は心肺停止で息を引き

取ったそうです。母親が言うには、「昌ちゃん方の上空で死にました」と涙ぐんで

お話をされました。というのが、ちょうど機長が「只今、美東病院の上空を通過」

ということを宇部医大のほうへ報告と言いますか、無線で打診したとかいうことを

お母さんが言われました。こうした悲しい事例もありました。私たちは、いつ、ど

こで交通事故や心臓発作、脳卒中などで、生命の危険にさらされるかわかりません。

そのとき、いかに早く適切な治療を受けるかが、生命を守ると言われています。 

 見島の事例は、病院への着陸の際の事例ですが、美祢市内１０箇所は発進する場

所でありますので、その施設の管理者、その周辺の皆さん方の御協力を得ることが

大事と思います。 

 一般質問の発言通知書を２月中旬に事務局に提出しましたが、その後一件情報で

は長門市の事例もありました。そして、最近では大変残念なことですが、美東町の

真名地域で残念ながら３人の方が亡くなられ、さらに２人の子供が一生懸命頑張り

ました。おかげで今のところ命が助かって、すくすくと治療を受けて成長をしてい

るようでありますが、そのときドクターヘリが綾木小学校のグラウンドへ来たわけ

であります。来たちゃ言い方悪いんですが、着地して、そこで患者さんというか、

けがされた方やら、その家族の方と言いますか、子供たちも乗って５人ぐらいが子

供たちを含めて乗ったようであります。それを、綾木小学校の子供たちが、ちょう

ど住宅が真上にありますので「何の音やろうか」と、音が非常に響くような音がし

たから、子供たちが外へと言いますか、グラウンドの上から見たらヘリコプターが

着地しておったと。で見れば、けがしたような人が運び込まれて、そして消防署の
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方もおられた。そして、すぐに飛び立って山陽側と言いますか、ほうへ向かって行

ったとかいうことを、子どもたちが言いました。 

 そこで先生もそのことを知り、そして子供たちは母親に話し、地域の人に話して、

子供だけでも助かったという情報を得たようでありますし、またきのうも綾木小学

校へ行きまして、その児童の２人とお話しました。そしたら、その事例をまた繰り

返し話をしながら話したんですが、非常に子供たちもやっぱり命の尊さというのを

感じておりまして、これは綾木の小学校の子供たちであります。非常に喜んで、

１人の子は涙ぐんでおりました。やっぱり、この子たちも常に命の大切さを知って

おるということで、すばらしいと思いました。 

 ということですね、ドクターヘリの運航によって、１人でも多くの方々の生命が

守られることを願う私１人であります。どうか、この運航につきましては、すばら

しい配慮と言いますか、機敏な対応で、１人でも多くの命を救っていただきたいと

いうふうに思っております。で、大変失礼、大ものを言いましたが、１０箇所がど

こであるかをちょっと教えていただけたらと思います。どうも失礼いたしました。 

   〔山本昌二君 発言席に着く〕 

○議長（秋山哲朗君）  村田市長。 

   〔市長 村田弘司君 登壇〕 

○市長（村田弘司君）  山本議員の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 本市におけるドクターヘリ受け入れに伴う臨時ヘリポート、これにつきましては

先ほど壇上で御質問の中にあったように市内１０箇所を登録しておりまして、ヘリ

ポートの場所につきましては、具体的に申し上げますと、この美祢地域では、美祢

市民球場と温水プールの間に位置しますヘルスパーク多目的広場のほかに、青嶺高

等学校のグラウンド、それから厚保小学校のグラウンド、そして於福中学校第２グ

ラウンド、さらにマツダ株式会社美祢自動車試験場になっております。また美東地

域では、赤郷運動場、それから綾木小学校グラウンド、秋芳地域においては、秋芳

北部総合運動公園、それから美祢高等学校グラウンド、そして秋芳北中学校グラウ

ンド、計１０箇所となっておるところでございます。 

 このヘリポートは、ドクターヘリと地上の救急隊が合流するランデブーポイント

として使用されることから、常時使用が可能なことが条件となりまして、場所の選

定につきましても、このようなことを考慮し登録をしておるところでございます。 
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 登録施設１０施設中の９施設が、学校のグラウンド及び市が管理しておりますス

ポーツ施設でありますので、使用可能な状態が保てているものというふうに考えて

おるところであります。 

 また、ドクターヘリの受け入れにつきましては、ヘリポートの確保と、先ほど、

これもおっしゃいましたけれども、その周辺の安全確保が必要ということになりま

すので、受け入れの際は消防署のほうから支援隊を出動させまして、ヘリポート周

辺の住民へのヘリコプター飛来の広報、それから砂塵の飛散防止のための散水、水

をまくことですね、及びヘリポートへの立ち入り禁止の規制等の安全管理を万全を

期して実施をしております。 

 本市におきましては、去る２月２日の日に下半身に重度のやけどを負われました

患者の方を、さらには、これは今、山本議員が御質問の中でもおっしゃいましたけ

れども、この２月２６日、先週土曜日、秋吉台山焼きがあったちょうどその当日で

ございますけれども、この日に美東町において発生をいたしました交通事故におい

て、多数の死傷者が発生をしたという、非常に大変な事故でございましたけれども、

その際には重体でいらっしゃった１０歳の女児の方、女の子ですね、この子をドク

ターヘリにより山口大学付属病院へ搬送したところであります。 

 このときのヘリポートは、２月２日のやけど事故の際にはヘルスパーク多目的広

場を利用しています。また今申し上げた２月２６日の交通事故の際には、これも壇

上でおっしゃいましたけれども、綾木小学校グラウンドを使用し、訓練どおりドク

ターヘリの受け入れを終えております。 

 ドクターヘリをより有効に活用していくためには、臨時ヘリポートが常時使用可

能な状態を保つということが非常に重要なことであり、今後臨時ヘリポートの整備

をさらに充実するため、県担当部署とも協議をして万全を期していきたいというふ

うに考えております。 

 以上で、答弁を終わらさせていただきます。 

○議長（秋山哲朗君）  山本議員。 

○１５番（山本昌二君）  やはり、市の関係の職員の方はもちろんですが、地域の皆

さんもですね、こうしたいざというときの対応をいかに敏感に早くするかというの

が、命を止める一つの大方策でありますので、どうかこの件につきまして広報等で、

どこに臨時ヘリポートがあるというようなことを周知していただき、皆さんの理解
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を求めて、そして尊い命を守っていただきたいというふうに思います。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（秋山哲朗君）  この際、暫時１０時３０分まで休憩をいたします。 

   午前１０時１５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

   午前１０時３０分再開 

○議長（秋山哲朗君）  休憩前に続き会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 山中佳子議員。 

   〔山中佳子君 登壇〕 

○７番（山中佳子君）  おはようございます。純政会の山中佳子です。 

 一般質問発言通告書に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

 一昔前の子供たちの登下校は、田畑で働く人たちや、歩いたり自転車で職場に向

かう人たちによって、安全にかつ和やかに見守られていました。 

 しかし今は、小学校の下校の際に見守り隊と呼ばれるボランティアの方々が、各

校区内のさまざまな場所で見受けられます。学校、保護者、地域の方の通学路の安

全確保への取り組みは、頭が下がる思いです。 

 しかしながら、ことし１月宇部市において、下校途中の女の子が刃物で切り付け

られ重傷を負うという不幸な出来事がありました。宇部市も、もちろんボランティ

アの人たちが、常日ごろから見守られていたようですが、想像の及ばない事態だっ

たことと推察されます。 

 そこで、美祢市に目を向けてみますと、平成２０年１２月議会の一般質問の回答

の中で、学校ごとの安全マップを作成し、児童・生徒及び保護者に配付、また通学

路にこども１１０番の家を設置し、子供が緊急時に助けを求めることができるよう

な対策もとられているということでした。また、ボランティア団体のスクールガー

ドが組織されているという報告もありました。 

 その後、２年以上が経過していますが、昨年の国勢調査によりますと、美祢市の

少子高齢化、また人口の減少は進んでおり、ボランティア団体の高齢化、地域の世

帯数の減少による弊害も出てきているのではないでしょうか。 



- 8 - 

 そこで、現状はどうなっているかお聞かせください。 

 またこども１１０番の家に今まで助けを求めてきた子供がいるのか。 

 宇部市での事件を教訓に、子供たちへの指導もされていることとは思いますが、

長い歳月の中ではどういう事態が生じるかわかりません。安全マップの見直しも含

めて、市としての取り組みはどうされているか、お伺いしたいと思います。 

 次に、児童の見守りは大変充実してきていると思いますが、高齢者の見守り体制

は整っているかお聞きします。 

 昨年暮れ、美祢市内の国道において、早朝、お年寄りが車にはねられ、はねた若

い方も亡くなられるという不幸な事故がありました。 

 車社会の現在においては、だれが被害者・加害者になるかわからない時代であり、

このような事故を防ぐためにも、お年寄りを見守る目というものが必要になってく

ると思います。 

 子供たちを守るというスクールガードのようなボランティア組織は、またたくま

に普及したような気がしますが、高齢者を交通事故だけではなく、振り込め詐欺や

火事・水害から守るボランティア団体も、これから必要になってくるのではないで

しょうか。 

 現在、地域の民生委員・区ごとの福祉委員の方が頑張って見守りを続けていらっ

しゃいますが、一人二人の力では及ばないことが、今からふえてくると思います。 

 となりの長門市では、認知症になっても安心して暮らせる地域づくり講演会が開

催されるというような記事も、新聞に掲載されていました。 

 市の高齢化率が３割を超えるという、美祢市と似た自治体で、認知症がより身近

な問題となる中、認知症になっても安心して暮らせる地域づくりは、将来への不安

を少しでもなくす一助になることと思います。 

 市の職員を含め、地域住民を巻き込んだボランティア組織の必要性について、市

長にお尋ねしたいと思います。 

 次に、男女共同参画の推進についてお尋ねします。 

 男女共同参画、この言葉の響きは非常に悪く、女性が男性を押しのけていこうと

いうようなすさまじい印象が、世間一般にはあるのではないでしょうか。また、男

性の中には、今の自分の地位を脅かす危険なものだと、敵視されている面々もある

のではないでしょうか。 
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 先月、私たちの会派は北海道に研修視察に行きましたが、やはり担当の方が、ま

ず男女共同参画という言葉がなかなか理解され、浸透することが難しいと話されて

いました。日本全国共通の悩みかもしれません。 

 しかし、男女共同参画は男女共同参画社会基本法において定義されていますが、

そんな難しいものではなく、女性も男性も、そして高齢者も若者も、一人ひとりが

個人として尊重され、自分の意思と責任でさまざまな生き方が選択できる社会とい

う、ごく当たり前の憲法にも保障されている法のもとの平等を具体化したものです。 

 すなわち、男女共同参画社会とは、女性にとっても男性にとっても、生きやすい

社会をつくることと言えると思います。 

 昨年１２月１７日、男女共同参画基本計画が閣議決定されていますが、目指すべ

き社会は、まず固定的性別役割分担意識をなくした男女平等の社会、男女の人権が

尊重され尊厳を持って個人が生きることのできる社会、男女が個性と能力を発揮す

ることによる多様性に富んだ活力ある社会、男女共同参画社会に関して国際的な評

価を得られる社会であるとしています。 

 しかしながら、基本法施行後１０年間の反省として、夫は外で働き、妻は家庭を

守るべきであるという意識は弱まってきていますが、いまだ根強く残っており、ま

た男女共同参画は働く女性の支援という印象を与えたことなどにより、あらゆる立

場の人々に必要という認識が広まらず、意識改革や制度改革につながっていないと

いう反省点が上げられています。 

 さらに、男女共同参画社会を実現しようという強い意識と推進力の不足や、男女

のセーフティネットや、女性のさまざまな生き方への配慮が不十分であったため、

制度や枠組みの整備が進まず、また整備をしても成果につながらなかったという現

状が指摘されています。 

 そして、今後取り組むべき喫緊の課題として、実効性のある積極的改善措置、ポ

ジティブ・アクションと言いますが、この推進を第１に上げ社会のあらゆる分野に

おいて、２０２０年までに指導的地位に女性が占める割合が、少なくとも３０％程

度になるよう期待するという目標の達成に向けて、取り組みの強化・加速が不可欠

であるとしています。 

 そこで、美祢市の男女共同参画社会実現に向けての取り組みですが、第１次美祢

市総合計画によりますと男女共同参画プランに基づき、男女共同参画社会を目指し
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た各種事業を展開し、広報などを通じた啓発活動を継続して実施していくとありま

す。 

 昨年、この総合計画を上位計画として、美祢市男女共同参画しあわせプランとい

うものが策定されていますが、そこでこのプランの推進状況、事業や啓発活動はど

のようにされているか、２番目に美祢市役所における管理職に女性の占める割合は

どのくらいであるか、３番目に各種審議会における女性の登用率、４番目にセクシ

ュアルハラスメントや職場でのいじめに対する相談体制は整っているか。このこと

についてお尋ねします。 

 また、女性管理職の占める割合・女性の各種審議会の登用率について、この数値

に満足されているのか。また、満足されていないのなら、将来的な数値目標も提示

していただきたいと思います。 

 現在、男女共同参画推進室は地域情報課に属していますが、本腰を入れて男女共

同参画を推進するつもりなら、男女共同参画課として格上げし、県内でも先進的な

女性の働きやすい町を目指してはいかがでしょうか。 

 また山口県では、平成１２年１０月山口県男女共同参画推進条例が施行されてい

ます。県内市町村では、宇部市・周南市・山陽小野田市・岩国市・長門市は平成

２１年、萩市は２２年に条例が制定されています。 

 男女共同参画を進めていく上において、基本理念や枠組みを条例の中に盛り込み

示すことによって若者や女性が住みやすい町という印象を、市内はもちろん市外に

おいてもアピールできるのではないでしょうか。 

 人口の減少に歯どめをかけるには、若者の流出を食いとめ、ソフト面での住みや

すい環境を整え、住みたくなるまちづくりが必要だと思います。市長の考えをお聞

かせください。 

 以上で壇上よりの質問を終わります。 

   〔山中佳子君 発言席に着く〕 

○議長（秋山哲朗君）  村田市長。 

   〔市長 村田弘司君 登壇〕 

○市長（村田弘司君）  山中議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、第１の市民生活の安全・安心の確保についてであります。 

 御承知のとおり、第１次美祢市総合計画の基本理念といたしまして、市民の方が
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夢・希望・誇りをもって暮らす交流拠点都市美祢市を掲げております。これを実現

をするために五つの基本目標を設定してところであります。 

 この基本目標の一つに安全・安心の確保がございます。市民生活の基本となる安

全・安心の確保を図ることは、私の施策の大きな柱の一つであります。 

 具体的には、市民が安全に安心をして暮らすことができるように、医療体制の充

実を図るとともに、御高齢の方や障害をお持ちの方等に対する福祉環境や子育て環

境の充実を進め、また公共交通の確保や上下水道の充実、そして環境対策など、生

活基盤となります都市整備を推進するとともに、豊かな自然環境の保全や調和に努

め、定住環境の整備を行うというものであります。 

 １点目の御質問の児童・生徒の通学路の安全性についてでありますが、議員の御

質問にありましたように、本年１月２４日に宇部市において、下校中の小学生が刃

物で切りつけられるという、本当に痛ましい事件が発生をいたしました。このよう

な事件は、近年、全国各地で多発をしているという状況にありまして、児童・生徒

の通学時の安全・安心を確保することは、大変重要であるというふうに認識をして

おります。こうした事件から児童・生徒を守るために、現在、通学路等にこども

１１０番の家を３０９箇所に設置をさせていただいております。この家は、子供が

危険性を感じたときに助けを求めるところでありますが、幸いなことにこれまで子

供さんが助けを求めたという報告は受けておりません。 

 また、市内各地域で防犯ボランティアであります見守り隊が組織されております

が、現在３６団体がありまして、７０５人もの方が活動をしていただいておるとい

う状況でございます。 

 このようなこども１１０番の家の設置や見守り隊の活動は、犯罪の抑止力として

大きな成果を上げており、ボランティアの方々の献身的な取り組みにつきましては、

心から感謝を申し上げているところでございます。 

 しかしながら、議員御指摘のとおり、人口の減少や高齢化に伴います見守り隊の

組織率の低下ということも懸念をされますので、今後も見守り隊が果たしておられ

る役割の重要性をお伝えしながら、組織の維持拡大をお願いしてまいりたいという

ふうに考えております。 

 また、一方、学校の取り組みといたしましては、通学路の危険場所や注意事項等

を地図上に示しました、いわゆる安全マップを市内のすべての小・中学校において
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作成しておりまして、児童・生徒と保護者に配付し、注意喚起を行っているところ

であります。 

 通学路については、道路改修や家の新築、解体等で常に変化をしておりますので、

その結果を踏まえて、毎年見直しを行っております。 

 加えて、保護者、見守り隊の方々の御協力をいただきまして、学校では定期的に

通学路の安全点検を実施しております。本年度２月現在で、市内の小・中学校につ

いて把握しているところでは、延べ１１０回の安全点検を実施しているところであ

ります。 

 今年度は、株式会社ゼンリン山口支店の地域貢献事業として連携をいたしまして、

美祢市キッズセーフティマップを作成しておりまして、本年３月、ですから今月で

すね、今月には市内の小・中学校、全児童・生徒、公民館等の公共機関などに配付

する予定であります。 

 また、防犯ブザーや防犯笛、ホイッスルのような物ですね、効果的な活用方法、

それからＫＹＴ、つまり危険予測学習を活用いたしました児童・生徒の危険予測、

それから回避能力の育成につきまして、教育委員会を通じて各小・中学校への指導

を強化しているところであります。 

 いずれにいたしましても、地域の子供は地域で守るということを基本に、市民全

体が見守り隊の１人であるという意識を持っていただくことが何よりも大事であり

まして、今後とも美祢市防犯対策協議会等の関係機関と連携をいたし、市民の皆様

の御協力をいただきながら、児童・生徒の安全・安心の確保に努めてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 次に、２点目の高齢者への見守り体制は整っているかということについてであり

ます。 

 見守りが必要な御高齢の方や障害をお持ちの方については、民生委員児童委員の

協力を得まして、６５歳以上ひとり暮らし高齢者や７５歳以上のお二人暮らし、そ

れから在宅寝たきり御高齢者、そして、その他、特に見守りが必要と思われる御高

齢の方や障害をお持ちの方を把握をいたしまして要援護者台帳、それから要援護者

マップとして共有しているところでありますが、紙ベースでの対応のため、情報の

更新等がリアルタイムでないということがあります。これはやっぱり、非常に大事

なことですし、常に新しい情報を持っておく必要があります。そういうことから、
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十分な活用ができていない状況であります。 

 また、御高齢の方の見守り体制については、個々の御高齢者に対しまして、何ら

かのサービス提供が必要であると判断された際には、関係機関が協議を行いまして、

適切な事業運営に結びつけているところではありますが、これは任意の取り組みで、

必ずしも一体的な取り組みとはなっていないというのが現状であります。 

 従いまして、このような現状を改善するために、本市におきましては、この平成

２３年４月から、新しい年度に地域見守りネットワーク整備強化事業を実施をする

こととしており、新年度予算案として本議会に、その予算案の提出をさせていただ

いているところであります。これは、県の基金に積み増しされました介護支援体制

緊急整備等臨時特例交付金を財源といたしまして、県、それから市町、そしてＮＰ

Ｏ、福祉事業者等の協働による見守り活動チーム等の人材育成、それから地域資源

を活用したネットワークの整備など、地域の実情に応じた日常的な支え合い体制の

整備を図ることを目的とした事業であります。 

 この事業の具体的な内容といたしましては、まず要援護者のリストアップをする

ということ。それをデータベース化を行いまして、これをもとにして、要援護者の

特性や生活環境等に応じた個別の支援、それから相談体制を充実していくというこ

とを行っていきたいというふうに思っております。また、見守りネットワークの充

実や参画については、これの住民啓発を図るため、リーダーに対する研修会等を実

施をしていきます。さらに、見守り活動や交流活動の拠点整備を実施すること等で

ありまして、新年度予算におきまして、この総額で１，２５９万６，０００円を予

算計上しているところであります。 

 市といたしましては、本事業を実施することによりまして、御高齢の方や障害を

お持ちの方の要援護者の見守り体制の構築が図られるものというふうに考えており

ます。 

 続きまして、第２の男女共同参画の推進についてお答えをいたしたいと思います。 

 平成１１年に施行されました、男女共同参画社会基本法におきまして「男女共同

参画社会の実現を、２１世紀のわが国社会を決定する最重要課題と位置づけ、社会

のあらゆる分野において、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の推進を図

っていくことが重要である」と。これは先ほど申し上げたように、平成１１年にう

たわれたということであります。 
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 また、同法の目的は「男女の人権が尊重され、かつ社会経済情勢の変化に対応で

きる豊かで活力ある社会を実現することの緊急性に鑑み、男女共同参画社会の形成

に関し基本理念を定め、並びに国、地方公共団体及び国民の責務を明らかにすると

ともに、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の基本となる事項を定めるこ

とにより、男女共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進すること」とされて

おります。これにより、国及び都道府県におかれましては、基本施策を推進するた

めの男女共同基本計画を定め、これを公表しなければならないこととされておりま

す。 

 一方、市町村においては、これを定めるよう努めなければならない、努力目標で

すね基礎自治体においては、努力目標ということにされておりますが、本市といた

しましては、総合計画における基本目標の一つでありますひとの育成の中核を担う

施策として男女共同参画社会の実現を位置づけております。さらには合併から間も

ない、平成２０年７月に男女共同参画審議会条例を制定し、審議会で活発な御協議

の後、答申をいただきまして、平成２２年３月に美祢市男女共同参画しあわせプラ

ンを策定したところであります。 

 また、本プラン策定後の平成２２年４月から、関連する事業の推進体制を強化す

るため、総合施策部地域情報課に男女共同参画推進室を新たに設置したところであ

ります。 

 本プランは、計画期間を平成２２年度から２６年までの５ヶ年間と定めまして、

基本理念を認め合い、支え合い、ともに歩むまち美祢といたしまして、基本目標で

あります男女の人権の尊重、それから社会における制度・慣行の見直しと意識改革、

家庭生活と他の活動の両立支援、働く場における男女共同参画の推進、施策や方針

等の立案・決定への共同参画の推進、生殖に関する自己決定の尊重と健康への配慮、

そして国際社会における交流と連携の推進の、この七つの項目で構成しております。 

 さて、１点目の御質問の本プランの推進状況でありますけれども、この今申し上

げた七つの基本目標に属する８０の具体的施策を掲げまして、各担当課において具

体的な取り組みや数値目標を定めておりまして、本年度が計画初年度でありますの

で、３月に実績報告のための男女共同参画審議会を開催する予定としております。

今月中に行います。 

 次に、本市の女性職員数についてでありますが、平成２２年４月１日現在で、本
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年度の初日ですね、一般行政職員数２８１名のうち７１名、率にして２３．９％が

女性の方であるということ、これは前年度と比較をいたしまして１．４ポイント増

加しております。なお、平成２２年４月１日におきます管理職の女性割合につきま

しては４人ということでありまして、率にいたしまして１．４％であります。 

 続きまして、各種審議会委員等の女性登用率につきましては、平成２２年４月現

在で２１．７％でありまして、本市の男女共同参画しあわせプランの目標値、これ

も先ほど山中議員壇上でおっしゃいましたけど、３０％というのを目標に掲げてお

ります。今後さらなる働きかけが必要であるというふうに考えております。 

 また、セクシュアルハラスメント等に対します体制といたしましては、平成

２２年６月に美祢市セクシュアルハラスメント等苦情処理要綱を制定をいたしまし

た。これによりまして、職場内での相談体制を整備しているところであります。 

 なお、２点目の男女共同参画推進条例につきましては、議員が先ほどお述べにな

られましたように、県内におきましては六つの市が制定されておりますが、本市と

いたしましても、より実効性のある男女共同参画しあわせプランを着実に推進する

とともに、関係条例制定の必要性を、真摯に検討してまいりたいというふうに考え

ておるところでございます。 

 いずれにいたしましても、これらを実現するにあたり、冒頭で申しました男女共

同参画社会基本法にのっとり、あらゆる分野において男女共同参画社会の形成の促

進に関する施策を推進することが重要であり、人口流出に歯どめをかけるとともに、

年齢や性別を問わず、住みよい町づくりを実現する市政運営を行ってまいる所存で

あります。 

 壇上よりの回答は以上でございます。 

○議長（秋山哲朗君）  山中議員。 

○７番（山中佳子君）  それでは再質問をさせていただきます。 

 スクールガード・こども１１０番の家・安全マップと、子供たちの安全・安心は

確保されていると感じました。 

 事件のあった宇部市では、情報を共有し、地域ぐるみで活動の強化を申し合わさ

れたようですが、いつ何どき、事件・事故は起きるかわかりません。 

 先ほども申しましたが、私たちは被害者にも加害者にも成り得る立場にあるとい

うことを肝に銘じて、これからも気を許すことなく、子供たちが安全・安心に登下
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校できるように、見守りを続けていただきたいと思います。 

 新年度において、地域見守りネットワーク整備強化事業が予算化されているとい

うことをお聞きしまして、市民感覚と行政の間にずれがないことがわかり、うれし

く思いました。 

 この予算をもとに、子供・高齢者・要援護者の安全が確保され、みんなが優しい

目で見守る市になることを期待しています。 

 次に、男女共同参画について再質問をさせていただきます。 

 政府においては、それぞれの分野や実施機関・団体等の特性に応じて、具体的数

値目標と期限を設定することによって、実効性のある積極的改善措置を推進しよう

としていますが、地方においては地方公共団体である市の協力・援護が必要不可欠

であると思います。 

 昨日の新聞報道によりますと、宇部・美祢地域農山漁村女性のつどいが来福セン

ターで開催され、宇部・美祢地域農山漁村女性団体連携会議が新しい目標数値とし

て、各市で１人以上の女性農業委員の誕生を目指すことや、各審議会委員に占める

女性の割合を、４５％に引き上げることなどが決定されています。女性も頑張って

います。ぜひ、援護射撃をお願いしたいと思います。 

 次に、昨年１２月末の山口新聞に、自治労が組合員１０万人を対象に、アンケー

ト調査を行っております。パワーハラスメントに関する調査ですが、３人に１人が

上司などからパワーハラスメントを受けた経験があると回答していると報じられま

した。 

 パワハラに関する大規模な調査は初めてだったということで、自治労は民間の職

場でも同じような実態があるのではないか。早急に取り組まねばならない。とコメ

ントしています。 

 このように、職場で上司などからその権威や地位を利用して行われる、いじめや

嫌がらせであるパワーハラスメントや、他の者をも不快にさせるような、性に基づ

く言動であるセクシュアルハラスメントは、現代社会において排除されるものの筆

頭に上げてもおかしくないものに類すると思います。 

 上司や同僚・部下による言動が、パワハラ・セクハラとなるかどうかは、受け取

り方にもよるとは思いますが、美祢市では事業主が雇用管理上講ずべき措置につい

ての指針の中で示されている、パワハラ・セクハラの防止策、例えば方針を明確化



- 17 - 

し、それを周知・啓発するための研修・講習等を実施しているかお尋ねします。 

 また、基本的な考えがしっかりと条例化されていれば、一定の基準もできてくる

と思います。 

 先ほど条例化については、真摯に受け止めるとおっしゃっていただきましたが、

県内１３市のうち、既に６市において男女共同参画に関する条例が制定されていま

す。ぜひ、美祢市も条例制定に向けて、一歩踏み出していただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（秋山哲朗君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  山中議員の再質問にお答えをいたしたいと思います。 

 今、議員がおっしゃいましたように、パワーハラスメント・セクシュアルハラス

メント、これを行うということは最低の行為というふうに思っています。この社会

は、男性・女性、女性・男性、それからお年を召した方、若い方、いろんな方々に

よって成り立っています。お互いがお互いを認め合わないと、この社会は成り立た

ない。それを、認め合うことができるというのは、我々人類が長い歴史の中で手に

入れた高度なものですから、これができない方々は私は人間ではないと思っていま

す。この美祢市の、この市役所の組織においても、このことは現に忌むべきことと

いうふうに私は認識をしておりますので、例えば上司は自分の地位、それから職権

を笠にいじめにあたる行為を行うということは慎む、慎むというか断じてやっては

いけない。しかしながら、その部下を育てるためにしかるということは必要だと思

います。ですから、部下の顔色を見ながら、顔色をうかがった上で仕事をするとい

うことは、上司としては、また避けなければいけない。ですから、その辺の上司に

おいても、自分自身を磨くということが必要でありますので、その辺の研修等につ

いての具体的なことは、後ほど担当部署より話をさせていただきます。 

 この社会においても、これは同様であるというふうに思っていますんで、今壇上

で申し上げたとおり、この条例化に向けまして真摯に取り組むということは、やり

ましょうという意味というふうにとらえていただいて結構ですんで、今そういうふ

うに考えておるということでございます。 

 じゃあ、ちょっと具体的なことは担当部長のほうから説明させます。 

○議長（秋山哲朗君）  福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君）  山中議員の再質問につきまして、私のほうから回答を
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させていただきたいと思います。 

 大枠の話としては、市長が申しましたとおりでございまして、具体的な話をさせ

ていただきますと、セクハラ・パワハラにつきましての、それに特化した形での研

修は、現時点では明確には行っておりません。しかしながら、職員の勤務における、

そういった精神的な苦痛も含めた職場環境の改善に向けた研修というのを、本年度

におきまして実施をいたしております。管理職、一般職を含めまして、それぞれ別

の形での、セクハラ・パワハラを含めた形の研修はやっております。 

 また、新年度におきましては、またその辺を具体的に研修の中に取り入れていこ

うという考えは持っております。 

 それと、人事評価におきまして、男女平等の推進を図っていくために、今年度施

行的に自己申告をした形での評価、それと管理職に対する部下の評価。こういった

ものを施行的に実施をさせていただきまして、職場におきますそういったことも含

めた形での情報収集を行って、職場環境の改善を行っていくということ。それと、

衛生委員会というのを毎月開催をしておりまして、その中で職員組合の代表者も交

えながら意見のやり取りをして、よりよい職場環境の実現に向けて、取り組みを行

っていくという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（秋山哲朗君）  山中議員。 

○７番（山中佳子君）  地域においては、高齢化・過疎化の進行、人間関係の希薄化

や単身世帯の増加等のさまざまな変化が生じており、男女がともに担わないと立ち

いかなる状況になっています。 

 こうした中では行政だけでなく、男女を問わず一人ひとりが加わって、地域力を

高め、持続可能な社会を築くことは必要不可欠、避けては通れない喫緊の課題です。 

 男女共同参画のさらなる意識啓発、ネットワークの構築、そして条例の制定と市

長の指導力に期待しまして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（秋山哲朗君）  （発言する者あり）わかりました。この際、午後１時まで休

憩をいたします。 

   午前１１時０８分休憩 

……………………………………………………………………………… 



- 19 - 

   午後 １時００分再開 

○副議長（布施文子君）  議長が所用のため席を外しておりますので、これより副議

長の私が議長の職務を務めさせていただきます。御協力いただきますよう、よろし

くお願いいたします。 

 休憩前に続き会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 南口彰夫議員。 

   〔南口彰夫君 登壇〕 

○２１番（南口彰夫君）  日本共産党の南口彰夫です。久しぶりに日本共産党の市会

議員として一般質問をさせていただきます。 

 まず最初に、大嶺町奥分地区の環境整備対策についてです。 

 既に、皆さん御存知のように、美祢市は地下資源、豊富な地下資源で長い間潤っ

た時代もあります。この豊富な地下資源が、エネルギー革命ということで炭鉱閉山

とともに、非常にこの町の経済も衰退をする時期を、一時期非常に困難な時期を迎

えました。また、炭鉱から離職して美祢市から離れて行く。人口が約２万人近くあ

ったとも聞き及んでいます。こうした中に、この炭鉱を中心に美祢市全体を支えて

きた地区であります大嶺町の奥分地区の対策については、旧美祢市においても、ま

た新たに誕生しました合併後のこの美祢市にとっても、非常に大きな問題が残され

ているのではないかと思います。既に、月日がたって忘れ去られていく部分が生ま

れてきているんではないかと思います。そうした点では、美祢市は旧豊田前地区と、

この奥分地区二つありますが、豊田前のほうはセンターの誘致で、地元との共生事

業も含めていろんな取り組みがなされています。しかしながら、この奥分地区はか

つて合併前はいろんな炭鉱の坑道を観光化するなど、また大嶺線の廃止に伴い県道

の拡幅で、とりわけ荒川、白岩地区の開発など議論をされたこともありますが、そ

の後はここ数年来何ら話題に上ることもなく、かつての栄華を誇った単なる思い出

の場所として、しかし現状は非常にある面忘れ去られている。そうした地区になっ

てきているんではないかと思います。今後の美祢市のまちづくりの中で、歴史的に

大きな役割を果たした。まあ、一言で申しますと、昭和２９年の合併を通じて美祢

市のまちづくりが、当時の牛尾美鶴市長が書き残された記録の中にもありましたが、

豊かな鉱産税等で美祢工業高校の建設、その後大嶺高校の土地を確保し、高等学校
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を誘致する。そういった、教育の町としての美祢市のまちづくりの一番最も重要な

財源として、この地下資源が活用されてきたということも聞き及んでいます。そう

した点から、こうしたこの美祢市の重要な役割を担ってきた、こうした地区の今後

のことを考えると、これまでの経過、役割をどう、新しい市の新しい市長が考えて

おられるのか。そうした点を、まずお聞きしたいと思います。 

 それから、２番目に地元農産物の生産向上と積極的活用の対策についてです。 

 特に、私、先日議員として広島県の安芸高田市というところに視察に行ってまい

りました。ここも、美祢市よりは若干早いんですが、平成１６年に６町が合併をし

て、山の風景や町並みは何となく美祢市に似た町でした。そこで、最も大事なまち

づくりの一つとして、当時の市長が三つの矢の訓、これ正確に何て読むか知りませ

んが、毛利元就の教えを踏まえて、三つの矢と言えば美祢市と秋芳・美東町にあた

るのかなということで、いろいろお話を聞いてまいりました。ここで取り組まれて

いるのが、農産物を安定して生産者がつくることができる。そして、そのつくった

ものが安定して市場やいろんな食材、製品に変えられていく。その中で、どうこの

新しいまちづくりと経済力を持っていくのかという議論がなされた上に、農産物加

工センターなり学校給食のセンター化が議論をされ、この４月には一定の施設が施

行される、運営される運びになっていると聞いています。ぜひとも、この５月、

６月ぐらいには、もう一度行ってよく勉強をして来たいと思います。 

 ですから、美祢市としての農産物の生産性向上と積極的活用の対策について、ま

ずはお尋ねしたいと思います。 

 次に、さきの市長の予算の当初説明にもありましたが、３番目の質問として、美

祢市は本年度は前年度比に比べて、約１０％多い１６５億円近い予算を組んでいま

す。これは、災害に伴う事業がふえた要因だという説明がありました。しかしなが

ら、この公共事業の発注で、実際公共事業が競争入札制度という制度のもとに、ま

た業者選定には指名審査会という形で行われています。そうした点で、競争入札制

度のあり方、また指名審査会で業者の選定。当然、それに伴うものについては、地

方自治法の上においての適切な業者選定がなされているのかという点を踏まえまし

て、法のもとに適正かつ公平公正に実施されているかという点をお尋ねしたいと思

います。 

 次に、美祢市の交通安全対策の現状と課題についてです。 
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 これは、２６日の日でしたかな、美東町でまた大きな悲惨な事故がありました。

心からお見舞いを申し上げたいと思います。これについては、昨年の８月に美祢市

は、市長が先頭に緊急事態交通安全対策の緊急事態ということでとらえ、その対策

をということをやってまいりましたが、その後も事故が絶えません。そうした現状

を考えるならが、今一度そうした問題、交通事故の問題、また被害者、加害者に、

先ほどの同僚議員の発言にもありましたが、私たち自身がどちらの立場にも成り得

る可能性を持っています。そうした点を踏まえまして、美祢市の取り組みの状況・

現状などについて市長よりお答えしていただきたいと思います。 

 以上で壇上の発言を終わります。 

   〔南口彰夫君 発言席に着く〕 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

   〔市長 村田弘司君 登壇〕 

○市長（村田弘司君）  それでは、南口議員の第１の大嶺町奥分地区の環境整備対策

についてお答えをいたしたいと思います。 

 御承知のとおり私たちが住んでいる、この美祢市は地球誕生以来の度重なる地殻

変動による地球遺産、すなわち３億５，０００万年前のサンゴ礁から生まれた秋吉

台・秋芳洞に代表される石灰岩、その後の火山活動で形成されました大理石や長登

に代表されます銅山、さらには２億年以上前の地球遺産であります石炭等、いわゆ

るさまざまな鉱物資源によってそれぞれの地域が産業を興し、人々が生活を営み、

歴史が刻まれてきたと、非常に深い歴史を持っておる地域だろと、この美祢市のこ

とを思っております。 

 とりわけ、議員お尋ねの大嶺町奥分地区には、明治・大正・昭和の時代を炭鉱と

ともに運命をともにしてきた地域であるということは、共通の認識だろうと思いま

す。この大嶺町奥分地区から豊田前地区一帯からなります大嶺炭田は、今から

１３０年以上前の明治１０年ごろに発見をされまして、石炭の焼成として採掘され

るようになりまして、明治２７年の日清戦争では、銅山精錬の燃料にも使用され、

明治３７年の日露戦争の勃発により、煙の出ない、いわゆる無煙炭として一躍脚光

を浴びました。これらは、海軍省の管理のもと、現在の美祢線の前身である大嶺線

が厚狭駅から大嶺駅まで開通するなど、大規模な国としての開発が始まり、当時と

しては最も近代的な地域、日本の中でも、最も近代的な地域であったというふうに
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伺っております。 

 さらに、戦後になって奥分地区は豊田前地区と同様に、石炭増産政策によりまし

て全国から人々が集まり、旧美祢市の人口が４万人近くあった昭和３５年、麦川小

学校の児童数が、実に１，０００人を超すという状況からも想像できるように、社

宅を始め、病院や劇場・プール・グラウンドなども整備をされまして、商店街もお

祭りのような賑わいを呈しておったということ。そして当時のテレビの普及率が日

本一ということで、新聞・テレビ等で報道されたということなど、日本中が注目す

るほどの活気に満ち溢れた地区であったと、私も当時子供でございましたんで、周

りの大人たちからよく聞かされていたことを覚えております。 

 しかしながら、エネルギー革命により、山陽無煙鉱業所が閉山に追い込まれした

昭和４５年、ちょうど私は高校２年生でありましたけれども、閉山が地域に与える

影響の大きさを、同級生が１人、また１人と転校していくという現実を通して実感

をしたということを、今でもきのうのことのように覚えております。かつて、無煙

炭の産出量日本一を誇りました山陽無煙鉱業所が、石炭から石油へのエネルギー転

換により閉山してから約４０年が経過する中、平成９年には大嶺線が９２年のその

輝かしい歴史に幕を下ろし、そして現在は、麦川小学校の児童数が四十数名となる

など、奥分地区にも確実に少子高齢化・過疎化の波が押し寄せていると認識してい

るところであります。しかしながら、この問題は奥分地区のみならず、美祢市全体

の大きな課題であることから、市といたしましては、山陽無煙鉱業所の閉山を全市

的な問題ととらえ、産炭地域振興臨時措置法の財政的支援を柱といたしまして、工

業団地の造成による企業誘致、それから美祢ニュータウン来福台分譲による人口定

住策、美祢西インターチェンジの整備など、さまざまな地域振興に取り組んでまい

ったという歴史がございます。そうした中、奥分地区においては、昭和６０年には

産業技術センター新築、平成２年には麦川小学校校舎改築、平成８年には特定公共

賃貸住宅を新築したこと。また、平成１３年度からは市道荒川線改良事業、平成

１５年からは公共下水道の管路整備、そして平成１９年には麦川小学校屋内運動場

改築等々のハード事業の取り組みのほかにあんもないと号の荒川線への運行を平成

１４年に開始するなど、諸施策に鋭意取り組んできたところであります。 

 また、主要県道美祢油谷線も継続事業となってはおりますけれども、一定区間は

完成しておりまして、この県道整備と併せて、駐在所や郵便局の移転整備等も行わ
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れましたことから、地域の皆様の利便性や環境整備は、格段に進捗したものという

ふうに考えております。 

 しかし、平成１５年、さらには昨年の豪雨災害におきましても、麦川川の氾濫に

よる床上浸水等の被災家屋が出るなど、河川整備の必要性もあることから、県道美

祢油谷線の早期完成と併せて、山口県に引き続き要望を重ねてまいりたいというふ

うに考えております。 

 一方、兼ねてからの懸案事項であります臭気対策、においですね、臭気対策につ

いてであります。昭和４５年の山陽無煙鉱業所の閉山に伴いまして、各坑口が閉鎖

されましたけれども、麦川地区の美祢斜坑坑口と豊田前地区の豊浦斜坑坑口の両坑

口が、水平坑道で接続されていた経緯もありまして、標高の低い麦川坑口から滞留

をした坑内水が日量１万トン程度流出しております。 

 このため、同鉱業所は流出しました坑内水を、シックナーと呼ばれる旧洗炭池の

円形プール状貯留槽に一時的に貯留し、市の事川を経まして麦川川へ放流しておる

ということでございます。この放流された坑内水に硫化水素が含まれていることか

ら、周辺地区には温泉地に似た特有の臭気が発生しているという状況にあります。

この臭気対策については、山陽無煙鉱業所におかれましても永年、対策に取り組ま

れておりますが、閉山から４０年の歳月が経過したにもかかわらず、流出する坑内

水の臭気解消には至っていない状況にあります。 

 そうした中、市といたしましては、麦川川臭気対策に関しまして、平成１９年度

と２０年度に、山口大学大学院理工学研究科の今井教授にご協力をお願いいたしま

して、麦川地区、主に山陽無煙鉱業所構内と市の事川、麦川川における臭気物質の

原因特定、水質調査、大気環境調査等を実施をしたところであります。 

 この調査の結果、坑内水に硫化水素が含まれていることが確認をされまして、臭

気に関係している可能性がより高くなり、臭気除去対策の一つとして、山陽無煙鉱

業所構内のシックナー内で坑内水の酸化を促し、臭気を除去する方法が提案されま

したので、平成２３年度、ですからこの４月以降、平成２３年度には引き続き今井

教授に御協力をお願いをいたしまして、シックナーに酸化を促す装置を設置して、

調査分析等を行う計画でございます。この必要経費を予算提案しているところであ

ります。 

 今後、市といたしましても、臭気による麦川地区の皆様の負担が、より早く軽減
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されるよう努めてまいりたいと考えておりまして、引き続き解決に向けて、地元の

皆様との協議を重ねることといたしておりますので、皆様の御理解、御協力をよろ

しくお願い申し上げるところでございます。 

 以上、大嶺町奥分地区の環境整備対策について申し上げましたが、明治以来の日

本の隆盛は、まさしく炭鉱の人々の命をかけた労働が原動力でありまして、決して

忘れることなく、後世に語りつないでいかなければならない大切な遺産であると考

えております。 

 さらには、この歴史的遺産のみならず、奥分地区の地質学的地球遺産は、とりも

なおさず私が今提唱しております世界ジオパーク登録にもつながる遺産であるとい

うふうに確信をしておりまして、将来に向けて十分活用してまいりたいというふう

に考えております。 

 続きまして、南口議員の第２の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 本市は、農業者の高齢化と担い手の減少が進んでおりまして、同時に耕作放棄地

の拡大も進みつつあります。持続可能な農業、利益の出る農業を構築することが、

農業振興にとって大きな課題であります。 

 これらの課題をクリアするためには、生産性の向上による農産物の生産拡大、生

産された地元農業物の積極的利活用が大変重要であるというふうに考えております。 

 現在、国におきましてはＴＰＰへの参加などが議論されておられますが、これら

を考慮するとき国際競争もさることながら、それ以上に国内産地間競争が激しくな

り、地域農産物の品質向上とコスト競争力が重要な要素になってくるというふうに

思っております。 

 また、生産性向上のために、農業生産基盤の整備や集落営農法人などの効率的な

生産ができる仕組みづくりが急務でありまして、さらに生産した農産物の流通を促

すための仕組みづくりを推進する必要があるというふうに考えております。 

 現在、直売所みとうを始めとする地域の生産物の直売施設や虹工房、美祢農林開

発株式会社などによる地元農産物を利用した農産物加工場による消費、学校給食へ

の食材供給等、地元農産物の消費がなされております。 

 近年、地産地消の重要性が言われています。人の命と健康は、その土とともにあ

りますので、生活をする土地でとれる旬のものを正しく食べようということであり

ますが、これを積極的に推進することが重要と認識しています。地元生産の農産物
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を需給のミスマッチなく提供し、また次代を担う子供の学校給食への地元産の食材

を安定的に供給できる仕組みづくりなど考えてまいりたいというふうに思っており

ます。 

 続きまして、第３の御質問ですが、公共事業の発注に際して、一般競争入札や指

名競争入札といった競争入札制度を活用して業者を決定する場合は、まず発注方法

や業者の選定等を指名審査会に諮って決めることとなっております。 

 本市におきましても美祢市建設工事等指名審査会要綱によりまして、公正かつ優

良な業者を選定をいたし、建設工事等の適切な執行を確保するために、指名審査会

を開催しておりますが、工事や測量、設計業務等で請負対象額が５００万円以上で

あれば副市長を会長として、その他９名の委員で構成する第１指名審査会。そして、

５００万円未満で１００万円以上のものについては監理課長を会長とする第２指名

審査会。また、物品等については美祢市物品購入等指名審査会要綱によりまして、

３００万円以上のものは副市長を会長として、その他３名の委員で構成する物品の

第１指名審査会。そして、３００万円未満のものは監理課長を会長とする第２指名

審査会を設置をいたしておるところであります。 

 これらの審査会におきましては、主管課から資料と内容の説明を受けた上で、業

者の等級、地域性、あるいは資格等が検討されますが、選定においては公平公正を

基本に選定するように配慮しております。ただし、土木一式工事、建築一式工事、

舗装工事の３工種については美祢市が発注する建設工事等の契約に係る指名競争入

札参加者の資格及び指名基準に関する要領に基づきまして、市内に本店を有する業

者のみについて格付けを行い、等級を定めておりますので、基本的には市内業者の

みから選定をいたしております。このことにつきましては、市内業者の育成、地場

産業の発展、またこれらに係る雇用の確保等を目的としておりますので、御理解を

賜りたいというふうに思います。 

 しかし、市内業者では対応が困難なものや、特別な技術を要する工事、それから

大規模な工事や共同企業体によるもの等につきましては、準市内業者や市外業者を

含めた上で適正な審査、選定を行っているところであります。 

 最後に、第４の美祢市の交通安全対策の現状と課題についてであります。 

 初めに、先ほど山本議員への答弁でも触れましたけれども、先月２６日に美東町

において、トラックと軽ワゴン車が正面衝突し、軽ワゴン車に乗っておられた大人
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３名の方が亡くなられ、さらに同乗しておられました子供２名の方については、現

在も意識不明の重体という痛ましい交通死傷事故が起こったところでございます。

事故原因につきましては、現在も調査が続いておりますが、お亡くなりになられま

した３名の方に対し、謹んでお悔やみを申し上げますとともに、負傷されたお子さ

ん方につきましても、一刻も早い回復を心よりお見舞いを申し上げる次第でござい

ます。 

 次に、市内の交通死亡事故の状況でありますが、昨年、市内では９名の方の尊い

命が交通事故により失われております。その内容は、自動車運転の方４名、自動二

輪車運転の方１名、自転車運転の方１名、歩行者３名というふうになっております。

また、亡くなられた９名の方うち、未成年者で亡くなられた方はありませんでした

けれども、６５歳以上の御高齢の方が５名と過半数を占めておりまして、内訳は自

動車運転の方及び自転車運転の方がそれぞれ１名、歩行者の方が３名となっており

まして、歩行者が事故に遭われた発生時間の多くが、明け方と薄暮、夕暮れですね、

のドライバーからの確認が最もおくれる時間帯であったというふうに伺っておりま

す。 

 議員御指摘のとおり、本市における子供と御高齢の方、自転車など交通弱者の自

動車事故による死亡事故対策は、急務な課題であると受けとめておりますので、市

といたしましては、美祢警察署を始めとした関係機関・団体と連携を取りながら、

交通安全街頭指導や街頭キャンペーン等の啓発を始めといたしました交通安全思想

の啓蒙や普及の徹底、さらには道路交通環境の整備促進等に努めているところであ

ります。 

 ちなみに、昨年行いました子ども議会で、本郷小の内山君という方でしたかね、

通学に非常に危ないところがあるんで、信号機をつけてもらえないかという御質問

をいただきましたけれども、今月の１５日の日にそちらのほうに警察の御協力を得

まして、信号がつくということで点灯式を開くようにしています。 

 また、子供、高齢者及び自転車事故防止の対策といたしましては、交通安全教室

や自転車教室をとおして、正しい自転車の乗り方、薄暮時における反射ベスト等の

着用、自転車運転における法令遵守といった指導や教育を引き続き実施するなどし

て、交通死亡事故の撲滅に努めてまいりたいというふうに考えております。 

 壇上よりの回答については以上でございます。 



- 27 - 

○副議長（布施文子君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  まず最初の大嶺町奥分地区、美祢市の地下資源、特に炭鉱

が果たした美祢市の発展と、またその衰退。そのことにつきましては、市長が見を

持って体験をされ、非常によく深く理解をされているという点はわかりました。と

ころが、残念ながら市長のやっぱり視点の限界かなとふと思ったのが、放置されて

いる旧奥分麦川の、特に市長の日ごろ行動される範囲からすると、ほとんど行かれ

ることもないんだろうと思うんですが、あそこには白岩社宅という大きな社宅があ

ったんです。それが、今はどのような状態になっているかは、先ほどの答弁の中に

は出てきませんでしたが、かつて私が２３年前にこちらのほうに移り住んで、たく

さんの話を聞かせていただきました。残念ながら、今ほとんど亡くなっているんで

すが、中には非常に高齢の方が、ここの白岩社宅の跡地を中心に、かなりの部分の

畑や土地が国策のもとに接収されたと、しいて言えば取り上げられたと。それが、

その後、地元の企業にそれこそただ同然のような値段で払い下げられたと。それで

も自分らの働く場所、それなりに生活するための手段が与えられた時代はよかった

と。しかし、この今のような無残な姿に自分らは何もすることができないというお

話なんです。これ２３年前の話なんですね。ところが、２３年前からそういう話が

出ており、私が議会に出てからも何度か取り上げたんですが、当時約１５年ぐらい

前ですかね、荒川の坑道の観光化と、荒川河川の改修とか、それから大嶺線の廃止

に伴い、先ほど答弁があったように県道の拡幅と。ところが、これずっといったら

旧白岩の郵便局のあたりでぴたったとまっておるんですね、工事が。だから、まあ

工事そのものが県道の拡幅がぴたっととまるのはいいんですが、その広大な白岩の

跡地はどうするのということで、まあ前の市長はいろいろな事情があったから限界

もあったでしょうから、今の市長はそういう意味じゃあ、非常に事業をやるときに

は大胆なんです。ここの市役所前の駐車場の件でも、まあ歴代いろんな議員が市民

から出ておる、ここの庭が必要かどうかということも含めて、市役所の入口に駐車

場をふやしてほしいと。私も何度か一般質問もしましたし、ほかの当時の同僚議員

も何度もやったが、歴代市長は全く手をつけようとしてなかった。それは何かって、

ひとつひとつの建築物なり樹木に、いろいろな歴史的伝統と、その重みがあるとい

うことで、いろんなしがらみがあるんだということで手がつけられなかったのが、

このばっさり市民の要望に応えられるように二十数台ですかね、駐車場もきちんと
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確保し、美祢市全体から市民の方がこの市役所に来られやすいような状況を一生懸

命つくられようとしておられる。その点は積極的に評価をしたいと思います。思い

切った大胆な措置ができるということで、これは日本共産党の議員の私だから言え

ることなんです。先ほど申したように、ここの土地は国策の名にもとにおいて接収

され、それこそただ同然、二束三文で企業に払い下げがなされたという生き証人は

今は残念ながらいませんが、こうしたことからするならば、今の用地が大体白岩社

宅跡地を中心にしてですよ、用地がどれだけの面積があるのか。また、所有者がだ

れで固定資産税がどの程度税収があるのか。この辺は、総務部の財政課なり税務課

なりでよく調べていただいて市長のほうに。この持ち主の企業に対して無償で提供

をしろということを、まず言っていただきたいと思うんです。無償で、あれあんな

もん今から買ったけど、どげんもこげんもならんと。だから、無償で提供しろと。

もともと、ただ同然で払い下げてもろうたもんなんだから、しいて言えば返せと。

で、当時の土地を持ってきた方々に成りかわって、無償で提供された土地を、どう

開発をするのか、どのような計画を立てるのかということは議論しながら、議会と

も議論しながら、しかしこちらで固定資産の税収をとめちゃいかんですよ。計画が

立つまではもらいながら、計画が立って、それが実行できるということになるなら、

できる限り国策の名のもとにおいてやってきたわけですから、国や県からできる限

りお金を引っ張って来て事業計画を立てて、そうしてあそこのかつての美祢市の大

きく貢献した御恩返しを、あなたならできる、今の美祢市長ならできる。私は確信

を持って言える。あとは、あなたがどの程度やる気があるか、ないか。この辺のこ

とを一言だけお尋ねしたい。 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  南口議員の再質問ですが、私が大胆に物をするとおっしゃっ

たけど、南口議員も大胆に物を言われる。なかなか企業にただでくれとは言いづら

いところがあります。しかしながら、今おっしゃったように、麦川、白岩、荒川地

区のことについて、私も歴史をほどいております。今、先ほど郵便局のことおっし

ゃったけど、前のところにキーストーンを設置をしております。大嶺炭田の坑道坑

口ですね。ある意味、旧海軍省のこれは非常に貴重な物です。あれは設置をしてお

りますんで、あれも先ほども壇上でも申し上げたように、ジオパークの大きな資源

になろうと思っています。ですから、そこに人を持ち込む、流していくということ
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も含めまして、今の構想計画等を、それから土地の確保等を、そこに人を滞留させ

るとすれば、やはり車を置くところとか要りますし、周辺に対して迷惑をかけない

ようにすることも要りますし、いろいろな面を含めてジオパークをその中で考えて

いきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○副議長（布施文子君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  ありがとうございます。２点目の、農産物の生産性向上と

積極的活用。特に農産物の加工センター、美祢市もあるんですが、学校給食はそれ

ぞれまたセンターとして持っています。ここで、農産物の生産性向上と加工セン

ターをどう結びつけるかと言えば、先ほどは広島の安芸高田市で、これがアグリと

いうセンターを設立をしているんですが、そのアグリというセンターと併せて、こ

のここの学校給食も含めて農産物の生産性を向上するためには、農家が作った農産

物をどのように消費していくのかという議論に相当時間がかかけられています。そ

れから、これは本当にいいのかどうかは、また議論の余地があるんですが、市内の

小・中学生の給食を、約３，０００食です、毎日。その３，０００食も含めて消費

していくと、地元の農産物で市内の農産物の需給率を向上させていくという議論を

数年にわたってなされながら、いろんな民間企業の協力も得ながら、ですからここ

で今まで農業の振興、振興と私も言ってきたんです。ところが、農業の振興と今の

世界的な、しかも日本の政府の流れから見て、一地方自治体で言ったりしたりする

ことは非常に限界だというのも感じています。じゃあ、美祢市長として何がどうで

きるかとふと思ったときに、まずは美祢市全体の農産物が、どう生産され、それが

種類も含めて、その辺をよく調査をしていただいた上で、それをより集中的に消費

していくというシステムが美祢市内の中で非常に限定はされていますが、どのよう

な手段を持って行えば、それができるのかと、ですから農産物と言っても、米から

野菜から、牛さんに、鶏さんに、豚さんにといろいろあるんだろうと思うんですね、

それが美祢市内のいろんな所で安定的にその商品化する、また、実際の給食、食事

等で消費していくということを、一つは本格的に調査をされながら、その上で必要

な施設にどうリンクしていくかと、この辺の議論なり検討が必要だろうと思います。 

 当然、議会との関係も出てくるんですが、最も必要なのは、やっぱり現状がどう

なっているのかということが正確に把握されて、一つの方向を持ってデータを集約
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をしていただいて、検討する場を今後つくっていただきたいと思いますがいかがで

すか。 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  南口議員、非常にいいこと言われますね。 

 この農業に関すること、農林業に関することは、提案説明の議会の初日にも申し

上げましたけど、非常に重要な問題であるけれども、非常に難しい。一自治体だけ

でやることには限りがありますけれども、しかしながら、我々がやらないと、実際

は変えていけないというふうに思っています。ですから今言われたように現状把握、

これはすべからく言えます。これをきっちとして、そしてどうすればこの地域が、

特にこのさらに山間部、美祢市の中でも、どうすれば生き残っていけるか地域とし

て、地区として、冠婚葬祭なんかもきちっとやれるような共助の活動ができるよう

になるか、維持できるかいうことも含めまして取り組んでいくということを、昨日

も副市長と話したばっかりでございます。大変重要なことでございますので、この

辺はやっていこうというふうに思っております。 

 以上です。 

○副議長（布施文子君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  先ほどの私の発言で、ただ誤解がないように一言ことだけ

言っておきたいのですが、安芸高田市における学校給食の基本的な考え方というこ

とで、検討会議が設置をされて報告書が取りまとめられています。 

 当然、教育長に提出されているんですが、ただ安易なセンター化、それぞれの事

情によっては学校で自校方式も取っていますので、安易なセンター化を求めている

わけではありません。ちょうど私がこの安芸高田市におるときに、何と立派な給食

センターができたなと、３，０００食を賄うちゃあ相当の地元から農産物を供給し

てもらわんにゃあというときに、ばさっとその日の朝テレビで、どっかのなんたら

市で８００人か９００人の集団食中毒が報道されたんです。で、なるほどなと。安

易な学校の給食センター化は、下手をするとこのようなことになったら困るなとい

うことで、この検討会、学校給食の基本的考え方の検討会の中に一番心配されてい

ることなんですね。その点は十分配慮していただきたいと思います。 

 それから、３番目の公共事業の競争入札制度と指名審査会、これは非常に先ほど

詳しい説明をいただきました。 
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 当然、法のもとに適正かつ公平・公正に実施されているということなんですが、

ただし、ここ最初の質問に触れてますように、地方自治法等のもとに基づいて適正

なチェックが行われているかどうかという点で、次に、審査会の先ほどありました

副市長にお尋ねをしたいと思います。当然、あの審査会ということになれば行政の

選定があるんですね。これまでさきの議会等で発言する議員の方々の意見を聞いて、

ふと思ったので、調査をさせていただきました。 

 指名をし、競争入札が行われるということで、入札が行われた結果については、

美祢市のホームページ、インターネットで入札の結果についてという欄で引けば、

入札執行及び結果表と、このようなものがネット上でダウンロードすることができ

るんですね。できますいね。ダウンロードを。１２月９日の入札結果表です。 

 その中で、ふと有道議員の市会議員の有道議員発言で気になっていたので、この

「株式会社ユウエイ」山口県美祢市大嶺町東分３１６４番地の４という会社の履歴

事項全部証明書、登記簿謄本以前の。それを取らせていただきました。で、有道議

員が代表取締役になられています。その他の役員については、いろんな方が役職に

ついておられますが、代表取締役ということで、その私たちは、市会議員になるま

ではいろんな職業を持っているわけ。いろんな職業を持って地元なり美祢市民の代

表として、公職選挙法いうもとに基づいて選ばれているんですね。 

 ところが地方自治法って、私いつも持って歩くんですが、きょうはたまたま忘れ

たんですが、議員になるときに私もそうだったんですけど、みんな地方自治法を熟

知しているわけじゃないんです。ほとんど、強いて言やあ、私も当時党の専従役員

で、わざわざ地方自治法という本そのものは持っていませんでした。議員になって

から初めて購入をするんです。 

 ところが、皆さん方は当然、地方自治法、地方公務員法、地方財政法そういうも

のは職員になった時点から研修を受け、日々その法のもとに日夜責任ある全体の奉

仕者としての職務にあたられていると思うんですね市民のために。ですから、当然

地方自治法等については熟知されている。ところが市会議員の場合は本当にわから

ないでなってくる。ですからいろんな意味で市会議員になったとたん、自分がなり

わいとしているものが法に触れているのかどうなのか、これをチェックする機会と

いうのは非常に限られているんですね。わからんのが実情だろうと思います。 

 先ほど申したように、有道市会議員の会社が１２月９日の入札では約１，
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０００万円以上の仕事を３件とられている。ここには落札率も出てくるんですね。

で、それぞれの入札の結果の内容については、また後日しっかり議論をしたいと思

っています。 

 そういった点で、まず、議員が、落ちた人はいい。当選したときに、公職選挙法

並びに地方自治法で、いち早く行政の側は当選議員をチェックする機能を持たれて

いるのか、持たれていないのか。機能ですよ、機能があるのかないのか。そこだけ

をまずお答え願いたいと思います。 

○副議長（布施文子君）  林副市長。 

○副市長（林 繁美君）  南口議員の御質問ですが、今の御質問の中での行政として

のチェック機能があるかないかと。当然このチェック機能は結論から言いますとあ

りません。法的に今言われました公職選挙法、あくまでもこれは議員本人、議員と

なられた方の申し出ということになっております。 

○副議長（布施文子君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  そうするチェック機能がないわけですよね。まあ、最初に

申したように市会議員が立候補する際に、地方自治法を含めて地方自治六法を熟知

しているかと言えば私も含めてですよ、私も含めてほとんどいないと。ところが議

員に市民の支持が得られれば当選できるわけです。通った後にそれなりにというこ

となんですが、ここの公選法、公職選挙法で言えば、強いて言えば、自分が公共事

業等の請負人としての実績なり現状があるということは、「当選を受けたその日か

ら五日以内にその職を辞職をするという旨の届け出をしないときは、その当選を失

う」そのように公選法で規定されている。 

 ですから、人はやっぱりなりわいをしながら、仕事をしながら生活をしているし、

そのユウエイ産業でも従業員をたくさん生活を支えているわけですね。ですから、

決して有道議員の公選法も含め、地方自治法に抵触しているのかどうなのかいうこ

とについて、きちんとした議論なり精査が必要なのではないかと思うが、思うんで

すが、今、副市長が答えられたように、そうした視点でチェックをする機能はない

のということになれば、先ほど質問の条項にもありますが、公共事業の競争入札制

度そのものの、法のもとに平等で、適正かつ執行されているかいう点では、大きな

疑問を抱かざるを得ません。 

 さきの議会で私が、市長とのやり取りでそうだったんですが、私の強いて言えば
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顧問弁護士と税理士がいろいろ意見を聞いたと。有道議員も当然、発言の中であっ

たように、私も私の関係の弁護士に意見を聞かれたという発言をされていますので、

うちの弁護士と税理士がこの議会が山場、まあ終わってもいいんですが、３月中に

は弁護士と税理士が市長に表敬訪問したいという申し出がありますので、あえてこ

こでお伝えいたします。で、こうした問題について、ぜひ、私は私で、まじめに本

気できちんと調査をし、必要であれば議会で議論をしていくことが必要だろうと思

います。 

 私自身もいろんな人のお世話をやりながら、いろんな事業にかかわっています。

私自身もどうなのかということ見つめなおす必要があるんです。特に、日本共産党

の場合は、この議場においてきちんと通すべき筋を通す、その主張をすると、また

議員として必要であれば道義的責任も含めてきちっと明らかにし、その責任はきち

っと自らがとらなければならないという日本共産党の規約がありますので、それに

抵触するということになれば、人の首を切る前にまず自分の首のほうも切らなけれ

ばならないだろうとこう思っております。で、その際に当然弁護士、税理士等が表

敬訪問した際には、市長と副市長に嫌がらず、ある面、顔と心は多少ずれてもいい

ので、にこやかに歓迎していただきたいと思いますがいかがですか。 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  私は市長ですから、スケジュールが空いておれば。 

○２１番（南口彰夫君）  嫌なら嫌と言うて。 

○市長（村田弘司君）  来られる方は拒みません。 

○２１番（南口彰夫君）  来る者は拒まんかね。 

○市長（村田弘司君）  はい。 

○２１番（南口彰夫君）  にこやかに。 

○市長（村田弘司君）  それは確証はできません。通常です。 

○副議長（布施文子君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  時間が限られてまいりましたので、最後に３番目の、最後

の、交通事故です。 

 これは本当、２６日、先ほど市長の話にもありましたように、大変な事故が相次

いでいる。ところが美祢市長が昨年の８月９日に美祢市交通安全対策協議会が９日

市内全域に交通死亡事故多発警報を発令したということが新聞記事に出ております。 
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 それは何かと言えば、同市では８日、大嶺町と東分の国道３１６の交差点で自転

車で横断していた女性がぶつかって死亡と。ところが６時間後に搬送先の病院で死

亡した。軽乗用車を運転していた当市大嶺町北分、農業で美祢市議の田邉諄祐

（６８）には怪我はなく、このような新聞報道がなされています。 

 私、これをきちんと、恐らく交通事故を起こした場合は行政処分なり、それから

罰金なりそれなりの処分がなさされると思うんです。ところが、こういう事故を起

こしたときには、私たち議員も含めて、市の職員等についてはどうするんだろうか

なということで若干調べさせていただきました。ところが美祢市職員の交通事故及

び交通法令違反等の処分内規、このようなものがあるんですね。 

 これ見てふと思い出したのは、病院の局長、何年前だったか合併直前だったと思

うんですね。若い看護婦さんが、たまたま飲酒運転で小野田のほうに行って捕まっ

たということで、懲戒処分をされたことがあるんですね。解雇なんです、懲戒解雇。

もう忘れちょってじゃろうと思いますけど。そのときに、数人の議員、私も当然意

見を述べたんですが、余りにも厳しすぎるんじゃないかと。酒を飲んでいたという

ことは悪かったと。しかし誰かを怪我をさせたとか、誰かに被害を与えたんじゃの

うて田んぼの中に突っ込んじょっただけじゃないかと。それが２０代の就職したて

の、今から美祢市の患者さんのために頑張ろうという決意を新たにした人を、一方

的に懲戒解雇というような処分は厳しすぎるんじゃないかと、こう言うてふとと思

ったんです。ところが全国的にアルコールで起こす交通事故、それと被害にかかわ

らず、自動車が交差点で走っている自転車に接触等で死亡させる。こういうことの

人の命の重みから考えるならば、厳しい処分が必要だと、当時の市長が述べたんで

す。ところがその合併した以降、新しいこういう処分内規ができている。私知らな

かったですね。当然議会の承認必要でありませんから。ところが、これはこの内容

は少なくとも市長にお尋ねしたいと思うんですが、ちらっと私が見た範囲では、合

併する前とほとんど厳しさは変わらないと思うんですがいかがですか。 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  変わりません。 

○副議長（布施文子君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  市長。あのね、あのときもこのような厳しい規定がなぜ必

要なのかと言った点の議論は、非常にあいまいに終わっちょる。 
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 それで、時間がないので詰めたお話は後日させて、引き続きしたいと思いますが、

少なく検討しておいていただきたいのは、市会議員の私たち地方自治法、地方自治

法でいう中では特別職になるんです。あなたも特別職ですね選挙で選ばれた方は。

後の方は職員なんです。だから私たちにはこれが適用されんから、交差点で接触し

て７０歳の年寄りが亡くなられても、罰金と免許の停止等の取り消しも含めた行政

処分があれば、一たんそこで終わるんです。ところが市会議員はそれで終わると。

しかしながら職員はへたをすると懲戒解雇で歳が若かろうが、中年であろうが、定

年前であろうが、懲戒処分で解雇された場合は、退職金も含めて人生悲惨な目に遭

うんですいね。 

 何でこのような規則を勝手につくって無責任に当てはめる。しかも議員には市会

議員には特権的にそのようなものは当てはまらない、いうようなことを知った上で

つくられているんですか。こんなものはやめたんがいいと思いますが、あなたはど

う思いますか。 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  南口議員、国家公務員にしろ、地方公務員にしろ、公務員と

いうのは全体に対する奉仕者です。また交通安全を市民の方、国民の方に指導して

いくという立場にもあります。その者にとって法を犯してしまうということは、非

常に大きなペナルティーを科す必要があると私は思っております。ですからこの内

規、訓令ですが、これを持って非常に厳しいと言われるかもしれませんけど、行っ

ておるということです。 

○副議長（布施文子君）  南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  今の交通事故のところについては、この内規も含めて、じ

ゃあ議会の方に、総務部長でいいですから一度議長を通じてお願いをします。副議

長お願いしますので、以前は一度この中身について検討したことがあるんです。と

ころが今回はその機会もないので、ぜひその機会を与えていただきたいと資料の配

付を含めてですね。 

 これが妥当なのかどうなのかは、やっぱり議会のほうでも議論をする必要がある

だろうと思います。ぜひそれをお願いをしたいということと、もう一つは、こうし

たこと全体にわたって、行政の中の全体にわたって本来、せこい重箱の隅を突っつ

くようなことをするのが監査室の役割じゃないはずなんです。 
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 監査室で局長に言わせりゃ、人も足りん予算も足りん、じゃから仕事がまともに

できんから手を抜かざるを得んということは、口が裂けても言えんじゃろうとは思

うんですが、実際に必要なのは、行政が市長、議会の議員の方々の意見を市長が集

約されながら、美祢市のまちづくり、市民の命や、暮らし、財産を守るとこういう

役割をきちんと適正に行われているかどうなのか。一つ一つの条例や内規・規則が

妥当なのかどうなのか、適切なのかそういった点を含めながら、ちゃんと仕事をし

なければならないのが、強いて言えば何かどっかに何かがあるんじゃないかと、そ

れを重箱の隅を突っつくように人のあらを探すというような役割じゃないと思うん

です。 

 当然、そうじゃないと局長も代表監査員も自覚はされていると思うんですが、そ

ういう点を含めながら、このきょうほとんど宿題になってしまうんです。なぜなら

ば、しょっぱなの白岩の社宅跡地、これは同じように前の市長も、その前の市長に

も同じことを言うてきた。じゃけど誰一人、今までは本当に詰めた話はしてないん

ですよ。お願いばっかしです。ところがあんなもんお願いする筋合いじゃないです

よ。返せとて言やいいだけの話なんです。それも含めてぜひ検討していただきたい

と思います。 

 以上を持って私の質問を終わります。ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○副議長（布施文子君）  この際、暫時、２時１５分まで休憩をいたします。 

   午後２時０２分休憩 

……………………………………………………………………………… 

   午後２時１６分再開 

○副議長（布施文子君）  一般質問を続行いたします。河本芳久議員。 

   〔河本芳久君 登壇〕 

○１０番（河本芳久君）  友善会所属の河本芳久でございます。お疲れのところしば

らく私の一般質問をよろしくお願いいたします。 

 さて、村田市長におかれましては、平成２３年度は４年間のまとめの年でござい

ますし、合併後の市政執行の成果が問われる年でもございます。我々議員も全く同

じ立場にあります。 

 ところで平成１２年に地方分権一括法が制定され、地方自治体の仕事の大半が議
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会で決定権を握ると、こういうふうに法的な制度が変わりました。これに対して地

方議会はどう変わってきたか、市民の声はよく取り上げられ、情報開示も十分なさ

れ、また執行部に対する議会のチェック機能や、政策立案にかかわる活動をしっか

りやっているか。こう言ったことが全国的に議会に対する厳しい眼が向けられてお

り、議会の質が問われているところでございます。 

 美祢市議会もこれらの動きに対して、今市民に開かれた議会を目指し、議会改革

に取り組んでいるところでございます。市民の皆さんにも、議会の動きを御理解を

いただき、市民と共にしっかりと市政発展に尽力してまいりたいと思っているとこ

ろです。 

 これから質問する事項については、多くの市民から寄せられた声でございます。

執行部も誠意を持って御答弁をよろしくお願いいたします。 

 質問事項は、大きく分けて３点でございますが、第一の質問事項は、美祢市にお

ける子育て支援及び少子化対策についてでございます。 

 平成２２年３月に美祢市は次世代育成支援行動計画これは後期計画になっており

ますが、これを策定し、子育ての公的な支援策や、急速に進行しております少子化

対策について、いろいろの施策を講じておられます。この計画を見ればどういうふ

うな取り組みがなされているか、よく理解することができます。 

 ところで、対象となる就学前の乳幼児は、現在のところ美祢市内に約１，

０００人。２３年度当初予算には１２億４，０００万円が児童福祉関係予算として

計上されております。 

 子供一人当たりに換算しますと、年間１２０万円余りの公費が支出されており、

これは次の世代を担う人づくりのために大事な事業だと思っております。そういっ

た中で、私が一番心配しているのは、次世代を担う子供の数が、美祢市で急速に減

少しているというこの事実です。 

 私の住んでいる秋芳町別府地区についてみますと、平成１５年から２２年までの

８年間に３１人しか子供が生まれておりません。２０年度はゼロ。２１年度は１人

です。昭和３０年代の市町村合併前の１８箇村の市町村の中で、大嶺と伊佐・大

田・綾木の真長田です、この４地区を除く他の１４地区は、いずれも年間四、五人

程度の出産となっております。 

 一方美祢市の人口動態についてを見ましても、平成１２年から１０年間の死亡と
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出生の割合をみてみますと、毎年ほぼ、死亡２に対して出生は１となっています。

要するに１０年間の間に毎年３００人余りの自然減、これが続いております。また、

他市町への転出により、美祢市の人口減は歯止めがかからない状況にあるのではな

いかと思っております。 

 これは全国的な傾向もございますが、特に美祢市の周辺部、これが著しいという

ことでございます。こういったことは教育環境にも大きな影響が出ており、市内の

小学校２２校のうち１６校余りはすべて複式学級をもっている、小規模校であると

いうこと。まあ、この様式は別として、宇部、山口のほうに子供が出ているが教育

の問題を考えると、ふるさとになかなか帰らないと、こういった声も実は聞いてお

るんです。 

 この人口減が、特に子供の少子化がどんどん進んでいけば、四、五十年先は労働

人口の減少、経済活動はますます縮小し、地域社会は崩壊してしまう恐れがありま

す。そういったことを、やはり我々が深刻に受け止めながら少子化問題について考

えていかなくてはならないのではなかろうかと。まあ、その要因については結婚問

題とか、また働く場の問題とかさまざまな要因がございますが、特に美祢市で顕著

に表れているのが、美祢市の先ほどの行動計画によりますと、２５歳から２９歳ま

での女性の未婚率が昭和５５年が２２．２％、平成１７年は５８．０％、最近の例

で言えば３０歳未満で女性の６割近くは未婚者であると、結婚していないという、

これは男性についてもそういったことが言えるわけです。こういう結婚年齢につい

て、とやかく法的な立場から言うとか、また、子供の数についてとやかく言うこと

はどうかと思うかもわかりませんが、やはり国の将来、地域社会、家族のことを考

えてみますと、これはやはり重要な問題だと私は受けとめております。 

 そういったことで、まず第１点はこのように少子化、人口減、このことについて

村田市長はどのように受け止めておられるか、この進行する少子化問題についてど

ういうふうな危機感をもっておられるか、このことをまず第１点にお尋ねします。 

 併せて、やはり地域住民、親が悩んでいるのは子供の結婚問題、このことについ

ても美祢市も対応のための事業、２３年度から計画されているようでございますが、

この結婚問題、少子化問題についてまず第１にお尋ねします。 

 次に、子育てのためのいろいろ施策がなされております。かいつまんで子育て応

援プランの現状、また、その利用状況、こういったものについてお尋ねいたします。 



- 39 - 

 次の第２点の質問に移りますが、２３年度運営開始を目指して秋芳洞近くの広谷

に建設されていますアンテナショップについてお尋ねします。 

 この施設については、このたび美祢市が策定しました観光振興計画にこれは載っ

ており、その設置目的や運営についても記載されておりますので、その概要を知る

ことができます。しかし、私のところに地域住民から寄せられている声は、信号の

一番隣接し、人が入りにくい位置である。狭い。ああいう設置場所でいいのだろう

か。また施設の運営について地域住民の協力体制はどうだろうか。こういった面で

いろいろな声が出ております。私は観光振興にとってアンテナショップを開設する

ことは大変いいことであり、また多くの客も利用されるのではないかと思っていま

す。 

 そういう意味で、昨年の１０月に同じカルスト地帯の平尾台に参りましたところ、

台上の上にかなり大型のアンテナショップがございました。３０人余りの従業員も

おり、地元特産の農産物、また観光案内そういったものもそこで行われておりまし

た。大いに期待するところでございますが、この設置場所や目的、運営等について、

現状をお聞かせ願いたいと思います。 

 次に、３番目の最後の質問でございますが、本市は秋吉台カルスト地形を有し、

このカルスト地形特有な自然現象というものが、ジオパークとのかかわりもござい

ますが、多くの観光客にもアピールできる、そういう観光コースもあります。その

一つがカルスト湧水でございます。 

 このカルスト地帯は一般に防水性といって地下に水が吸い込まれていく、またそ

の代表が赤郷ポリエ、それから堅田ポリエ、河原ポリエ、そういった地区は地上に

水が流れておりません。みな地下に吸い込まれております。そういう地下水が湧水

となって、今度はこんこんと湧き出ているところが、これが皆さんもよく御存知の

別府地区の弁天池であり、白水池でございます。また岩永や秋吉、広谷地区にもそ

ういう湧水はたくさんございます。 

 このカルスト地形の中で、標高差によって厚狭川と大田川とでは、厚東川と約

１０メーターぐらいの標高差があります。そのために両河川からの水は、地下を通

って秋芳町側の北部、厚東川沿いに水が湧き出ているんです。そういうひとつの特

殊なカルスト水系、この中でも弁天池のこれからの環境整備についてお尋ねいたし

ます。 
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 年間５万人近くの観光客が訪れております。しかも観光コースに組み込まれて夕

方になると大型バスが何台も入って来ております。秋吉方面から侵入する場合には、

道幅が狭いけど旧道の中に進行は可能です。しかし、３１６於福方面から別府堅田

地区に入っていくときには、急カーブを切らなくてはいけない。旧道を通って別府

公民館のところは直角には回れない。そういうことで、弁天池周辺の道路網の整備

が急がれているところです。 

 また、弁天池周辺の道路や水路についてみますと、これには道や法的な水路がご

ざいません。境内を通って養鱒場に行っておられる。また駐車場は養鱒場の隣にあ

りますが、これもすべて境内を通っておる。 

 地元の人たちの要望で、再三、市のほうにも出されておりますが、道路網の整備

やその池の周辺の排水路、市道こういった整備についてしっかりお願いしたいと、

こういう要望も出ております。せっかくこれが観光地としての北部観光の拠点とし

て、ぜひこの整備について市長はどう考えておられるかお聞きしたいと思います。 

 次に、ここの養鱒場の経営でございますが、もともと県の内海水産試験場という

形で設置され、養鱒がここで養殖されてきた歴史的な経緯もございますが、現在職

員は２名配置されておりますが、平成２３年度から１名減で、業務の一部を委託す

るというようなことを伺っておりますが、これからこの弁天の養鱒場をどう経営管

理されていくか、地元の人も大変関心をもっておられる。鱒がないとやはり地元の

業者も大変困っておる。しかし経営的には厳しいということであれば、どういう方

向でこの湧水を活かした地域産業の振興を図っているか。特にカルスト湧水は、

１年を通じて十四、五度前後の冷たい水であり、天然水として水汲みにたくさん他

市からも客が訪れておられます。 

 鱒だけではなくてヤマメや鮎等の淡水魚の養殖や釣り堀の拡大、さらには、わさ

びとかクレソンなどの農産物の栽培にこの水が大変適していると。そういったこと

から、こういった湧水を使った地域産業の振興をできないだろうか、既に周辺では

ブドウや梨などの栽培が行われ、観光地としてもそれらを目指して多くのお客さん

が来ておられます。 

 どうかこの点についても、今後どういうふうな対応をしていかれるか、市長とし

ての地域振興策について、お考えをよろしくお願いしたいと思います。 

 以上、壇上での質問は終わります。 
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   〔河本芳久君 発言席に着く〕 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

   〔市長 村田弘司君 登壇〕 

○市長（村田弘司君）  それでは河本議員の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 河本議員の第１の市の子育て支援・少子化対策についてであります。 

 まず１点目の少子化の進行とその対応についてでありますが、平成１２年の国勢

調査ではゼロ歳から１４歳の年少人口は４，２０３人であったものが、平成１７年

の同人口につきましては３，６６１人となっておりまして、この５年間で５４２人

が減少しておるというのが現状でございます。 

 それに引き続きまして、昨年実施をしました２２年国調ですが、この状況はまだ

公表されておりませんが、本年の１月３１日現在の住民基本台帳に基づく年少人口

は３，１２０人となっております。 

 これを総人口の割合で申しますと、平成１２年が全体に対しましてこの年少人口

が１３．３％、平成１７年が１２．３％、平成２３年は、これは住記住民基本台帳

人口になりますが１０．９％となっております。 

 今、説明をしましたとおり平成１２年からの約１０年間で１，０００人を超える

数が、人口の構成比においても２ポイント以上減少しているということから、本市

の少子高齢化が進行している状況であるということが明らかでございます。 

 次に、結婚問題についてでありますが、結婚問題と少子化対策は議員御質問の趣

旨に掲げておられますとおり、密接な関係にあると同時に、非常にデリケートな問

題であるというふうに考えております。 

 厚生労働省が発表しております人口動態統計でも、全国の平成２０年の婚姻数は

約７２万６，０００件であったものが、平成２１年では約７１万４，０００件とな

っておりまして、１万２，０００の減少となっております。この減少要因といたし

ましては、人口の減少による婚姻適齢者の減少、また、俗にいう高学歴化の進展に

よる晩婚化、それから未婚化、それから雇用形態の変化等による労働賃金の低下、

就業時間の多様化による異性との出会いの機会の減少など、さまざまなものが専門

家により分析としてなされているところであります。 

 このように、結婚へのハードルは決して低いものではありません。というふうに

考えておりますが、少しでも多くの男女の出会いの場や機会を提供することを目的
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に、平成２１年度からハッピーウエディング事業を行っております。 

 この事業のカップリングパーティーを通じまして、たくさんの異性の方同士が出

会っていただきまして、会話をすることでお付き合いのきっかけをつかんでいただ

き、結婚へと導くことで少子化の抑制や人口定住の一助となればというふうに考え

て、この事業を出発させたところであります。 

 次に、２点目の子育て応援プランについてであります。 

 急速な少子化の進行を踏まえまして、次代の社会を担う子供たちが健やかに生ま

れ、かつ育成される環境の整備を図るため制定をされました、次世代育成支援対策

推進法に基づきまして、平成１７年３月に３地域、かつての美祢、美東、秋芳それ

ぞれが次世代育成支援行動計画・前期計画を策定をしました。そして、各種施策を

推進してまいりましたが、前期計画策定以降も全国的な少子化が進行をし、国にお

いては平成１９年４月に子どもと家庭を応援する日本重点戦略を策定し、特にワー

ク・ライフ・バランスの実現については、仕事と生活の調和憲章、仕事と生活の調

和推進のための行動指針を策定をし、新たな取り組みを進めていく方針を示された

ところであります。 

 このような全国的な動向を踏まえまして、新市発足後これまでの次世代育成支援

対策の取り組みの進捗状況や課題を整理をいたし、平成２２年４月から始まります、

昨年の４月ですね、昨年の４月から始まる新たな行動計画であります後期計画を策

定をしたところであります。 

 本計画におきましては、みんなで育てよう笑顔あふれる美祢の子をということを

基本理念といたしまして、これから述べます六つの基本目標を掲げまして、総合的

に施策を推進することといたしております。 

 まず、地域における子育ての支援についてであります。 

 本地域におきまして、子供を安心して生み育てることができるよう、保育サービ

スや相談、情報提供、児童の健全育成事業など、子供の成長と子育てを支援すると

ともに、次代を担う子供や子育て家庭を地域全体で支え合うため、子育てネット

ワークの形成を推進をいたします。 

 次に、子供や母親の健康の確保及び推進であります。 

 親子の健康が確保されるように、保健・福祉・医療・教育の各分野が連携をしな

がら母子保健事業を展開し、健康づくりを推進をいたします。 
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 次に、子供の心身の健やかな成長に資する教育環境の整備であります。 

 子供一人ひとりが自ら持つ個性や可能性を教育や遊び、くらしの中で伸長するこ

とができますよう、家庭、学校、地域、職域が連携しながらさまざまな事業を展開

するよう取り組みます。 

 続きまして、子育てを支援をする生活環境の整備であります。 

 事故や犯罪の被害から子供を守るために、地域ぐるみで協力しながら住まい、地

域、生活環境、道路交通環境などの整備を行いまして、良好な環境の中で生活でき

るよう支援をいたします。 

 次に、職業生活と家庭生活との両立の推進であります。 

 育児休業などの各種法制度の普及・定着や、子育てをしやすい就業形成の導入な

ど、企業に対し子育てに対する理解や協力を働きかけ、男女が協働して家庭責任を

果たすことができる、就労環境の整備に努めることといたしております。 

 最後になりますが、要保護児童への対応など、きめ細やかな取り組みの推進であ

ります。 

 社会問題化しております児童虐待の防止対策をはじめ、ひとり親家庭等の自立支

援、それから障害児施設など、さまざまな状況にある支援が必要な子供と、その保

護者の成長を支えていくために、保健・福祉・医療などの関係機関の連携を強化し、

効率的な取り組みを推進することとしております。いずれにいたしましても、子供

たちは次世代を担い、人々に喜びと希望をもたらします。私たちの暮らす地域にと

って、大切なかけがえのない存在であろうというふうに思っております。 

 この次世代育成支援行動計画を基本といたしまして、関係機関と連携を図り、子

育てを各家庭のみの問題ととらえるのではなく、地域社会全体で応援をしていくこ

とが重要であるというふうに考えておるところでございます。 

 次に、第２の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 第２の１点目のアンテナショップの開設の目的は。との御質問についてでありま

すが、まず、第１の目的は、観光客に対しまして情報を発信し、本市を知っていた

だき、少しでも長い時間滞在していただくことであります。 

 県内外より年間１５０万人を超える観光客に対しまして、より効率的に秋吉台地

域はもとより、本市全域の観光資源の紹介や観光案内をおもてなしの心をもって対

応し、また、市内特産品や農産物等の地域ブランドを広くＰＲする情報発信の場と
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して考えておるところでございます。 

 次に、第２の目的といたしまして、観光客からの逆に情報の収集であります。 

 観光客の方々が観光地にどのようなものを求めておられるのか、あるいはお土産

や特産品として人気のある商品や売れ筋の商品は、どのようなものであるかといっ

た観光ニーズをアンケート調査や商品販売を行うことで、観光客から直接これは受

信をするということでですね。そしてそのデータの収集・分析を行うこととしてお

ります。これにつきましては、現在準備を進めているところであります。 

 今後、この分析結果を商工会、道の駅など観光関連事業者の方々にも提供し、観

光ニーズに対応する際の改善策にお役立ていただければというふうに考えておりま

す。 

 そして、第３の目的として、空き店舗対策であります。 

 現在進めておりますアンテナショップは、空き店舗を利用し開設いたしますこと

から、秋芳洞商店街の空き店舗対策の一環として位置づけているところでもありま

す。 

 なお、アンテナショップの開設場所につきましては、商店会の紹介もショップ内

で行うこととしておりますので、商店会の入口部分の空き店舗を利用するというこ

とが、最も適当ではないかということで決定いたしております。 

 それから、第４の目的として秋芳洞商店会の活性化であります。 

 山口県を代表する観光地であります秋芳洞の正面に位置をする秋芳洞商店会が活

性化をされ、にぎわいをもつことは観光地を形成する上において大変重要であり、

私も強く望んでいるところであります。そこで、商店会の活性化のための第一歩と

して、取扱商品について着目をいたしました。 

 先ほど、観光客から情報収集をすると申し上げましたけれども、実際に商店会で

取り扱われている商品が観光客のニーズにあっているかということを、あらゆる方

面から検証するための各種調査を行うこととしております。私は、この調査を商店

会の活性化のためのモデル事業というふうに位置づけております。 

 この調査につきましては、秋芳洞商店会を一つのモール商店街としてとらえまし

て、観光客のニーズと店舗構成にずれはないか、あるいは客導線が商店会導線と一

致をしているかを観る・買う・遊ぶ・食べるなど、目的別で検証をするということ

にしております。この中で、特に食については少し踏み込んだ調査を行うように考
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えております。 

 さらに商店会に御協力をいただきまして、数店舗を抽出をさせていただきまして

商品在庫、それから売上高、利益等を調査をいたしまして、在庫が儲かる商品であ

るかどうかを判断する、いわゆる交差比率による商品の検証を行っていきます。あ

るいは観光客の店舗への参加率、幾ら前を通られても店を素通りされるようではお

金を生み出しません。地元にお金をおとしていただけませんので、参加率などを調

査をし、総合的な分析を行い、その結果を商店会へフィードバックをして商品構成

のあり方や、新商品の開発のための参考にしていただくように考えております。 

 以上、申し上げましたとおり、私が掲げた四つの目的を果たすために、このアン

テナショップを設置してきて、これを担っていくものというふうに考えております。 

 次に、２点目のアンテナショップの管理運営は。との御質問についてお答えをい

たしたいと思います。 

 観光は行政だけでなく、各種団体とも連携を図りながら推進していかなければな

らないと思っております。官民協働で動かないと、この観光行政、観光振興は起こ

りませんので、これを推進していかなければならないというふうに思っております。 

 とりわけ観光協会は、観光分野において密に連携を図っていかなければならない

団体であり、今後行政とも車の両輪のごとく観光振興の推進に大きな期待を寄せて

いるところであります。また、観光ニーズに対応した着地型観光の一翼を担ってい

ただくための中心的な存在としても期待をしているところでありまして、観光客の

情報収集においても直接かかわっていただきたいというふうに考えております。 

 このようなことからアンテナショップの運営につきましては、観光協会に委託を

することとし、本年度におきましては開設の準備等もありますので、２月１日に委

託契約を締結したところであります。引き続き平成２３年度も委託をするように考

えております。 

 ただし、アンテナショップの事業主体は市であることから、先ほど申し上げまし

た目的のもと運営をしていきますので、今後運営上の問題等が発生した場合におい

ては密に連携を図り、協議を行うなどしっかりとした管理を行っていきたいという

ふうに考えております。 

 続きまして、第３の１点目の観光地としての弁天池周辺の環境整備についてであ

ります。 
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 別府弁天池が昭和６０年に環境庁名水百選に認定されたこともありまして、新鮮

な鱒料理、それから釣り堀などを楽しむ観光客年々増加していたところであります。

しかしながら、現在の観光を取り巻く現状は非常に厳しいものがあります。 

 この要因といたしまして、国内経済の低迷、失業者の増加など経済状況の先行き

が不透明な状況にありまして、このような景気低迷の大きなうねりの中にある国民

感情や考え方は、非常に消極的なものとなっておりまして、このことが少なからず

観光動向にも影響をしているというふうに思われます。 

 弁天池につきましても、平成２１年には３万６，６１５人の方が訪れていただき

ましたけれども、平成２２年は３万２，１１０人と約１２％の減となっております。

このような状況の中、本年度は利用者に優しい環境整備として弁天池駐車場整備を

行い、鱒の育成並びに品質保持を目的とした別府養鱒場の飼料倉庫の改修を実施を

しているところであり、さらに平成２３年度には、老朽化をしております別府養鱒

場事務所改修工事を予算計上しているところであります。お客様が来られて、別府

養鱒場の受付等を、さお等をお貸しするところが非常に老朽化が進んでおって、こ

れはということで引き返される方がおられるということをお聞きをしておりました

ので、全体的な今改修を年次をおってやっておるという状態です。 

 また、県道美東秋芳西寺線から弁天池に通じる市道が狭小であり、大型バスの通

行に支障をきたしている点につきましては、今後におきまして検討が必要となるも

のと考えております。 

 別府弁天池は、毎年弁天祭も開かれまして、弁天池の清らかな水の恵みに感謝を

する山口県無形民俗文化財の別府念仏踊りも奉納されるなど、本市の重要な観光資

源でありまして、また財産であり、観光地としての魅力を高めるためにも周辺環境

の整備につきましては、地域住民の方や団体の方々の御協力を得ながら連携を図り

考えてまいりたいというふうに思っております。 

 次に、２点目の養鱒場の管理運営についてでありますが、市の直営施設といたし

まして、年間約２，１００万円を売り上げておりますが、費用がかさんでおります。

平成２１年度で約５３０万円の赤字となっております。本年度についても昨年度と

同様に厳しい状況だと考えております。これは先日行われました外部監査によって

も指摘をされておるということですね。 

 このことから平成２３年度は、単年度赤字の解消に向け、経費の節減はもとより、
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販路の拡大、学校・保育園給食への提供の拡大、消費者のニーズに合い、かつ現施

設で養殖できる食用魚の検討、また新たな検討ですね。釣り堀の釣り具のあり方、

それから貸出についてもいろいろな検討を行っていきたいと。それは観光客の方が

どういうふうな要望をもっておられるかと、どういうことを期待をしておられるか

ということの創意工夫を行っていくということ、これは先ほどのアンテナショップ

とまったく同じ考え方です。こちらがこれでいいんじゃないかということでやって

おりますと、観光客は伸びません。あくまで来られる方の視点を吸い上げて、それ

をもって費用対応効果を考えて改善を行っていくということが必要だろうというふ

うに考えております。 

 次に、３点目のカルスト地帯の湧水利用は。についてであります。 

 カルスト地域における水系の特長といたしまして、台上の降雨、降った雨ですね、

地中に浸透して複雑な地下水系を形成し、台地の周辺の至るところに姿を現してお

ります。 

 代表的な湧水として別府弁天池がありまして、そのほか先ほどおっしゃった温水

とか、大番の池とか、白水の池など年中不渇の湧水を作り上げております。現在、

学術観光の面から秋吉台上の湧水をルートとした散策コースの設定など、民間団体

が主体となり実施をされているところであります。 

 また、本年度策定をいたしました美祢市総合観光振興計画の重点事項のひとつと

しまして市民協働参画による世界ジオパークの認定を掲げております。この湧水に

つきましても、ジオ・ポイントとしてとらえ、市内に点在をする地質資源と併せ、

守り育て、着地型観光の推進に活かしてまいりたいというふうに考えております。

壇上よりの回答は以上でございます。 

○副議長（布施文子君）  河本議員。 

○１０番（河本芳久君）  詳しい答弁いただきましたが、時間が限られておりますの

で、これからの再質問については簡潔に御答弁願いたいと思います。 

 まず、第１点目の子育てその支援でございますが、対象乳幼児の人数についてか

なりの開きがございます。私の調べているのは平成１７年度出生、２２年までの子

供の６歳未満の子供、いわゆる小学校に上がるまで、これ約１，０００人。それか

ら小学校の今対象児が、１年生から６年生までが約１，２４０人ぐらいだろうと思

います。そういったことで、出生率が非常に減少していると。それに対して国や県
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の支援策はかなりの数による。それを全部美祢市の場合は受けて実施すると膨大な

事業量になる。そこで２点だけお尋ねします。 

 全国的には保育園や幼稚園に待機児童がたくさんおると、こういう放送がなされ

ていますが、美祢市の場合には公立保育園が１０箇所ございます。これの平均は、

入園率ですが５０％を切っております。中には１７％とか、３０％とか４０％、

３５％、１０保育園のうち７保育園が５０未満なんです。それだけ空きの、いわゆ

るペースがあると。子供は少ない。そこで私は子育て支援についてはいろいろな施

策が大切であるが、効率的に、しかも地域の実態や要望に基づいて施設の管理運営

はできないかと。これが第１点です。 

 そこで、この計画資料の中にもありますが、地域子育て支援拠点事業というのが

あります。これの利用率が７．６％、また福祉協議会で子育てサロンなどをやって

おられますが、利用率が４．７％、利用していない人たちのほうが８５．４％と。

時間がない。サービスの内容がよくわからない。そこを利用する利便性の問題等々

の項目が上がっていますが、要するにかなりの充実した施策が打ち出されていなが

ら、なかなか利用者がない。で、他の市町をちょっと山口県の対応を見てみますと、

重点的に保育園に行く子の２人以上の場合は、もう２人目からは保育料は免除する

と。お母さん方の回答の中には保育料が高い。やっぱり子育てが金がかかると。適

切な対応というのができないかと。これが第１点。 

 それから続いて、もうアンテナショップのことについても、いろいろ市長は５項

目の目的に沿って非常に期待されると、私も期待をしておる。しかし、地元の声は

交差点で客がそこを入る時間的ゆとりのない場所に設置されちょる。もっと合理的

に将来を見通したら場所はたくさんあると。その一つがふれあい広場といって、か

つて商店街の中に授産場施設がございました。その授産場施設の中に大きな展示館

があります。これはトイレにたくさんの人が入ってくるけども、中の展示館の資料

は大理石の加工のための、いわゆる機械等の授産施設のその関係資料が保存されて

いる。また、授産場で製品化された商品が展示される。もっとあれを有効に、しか

も大きい広場もある、このあたりを使って商店街の活性化をしたらどうだろうかと

いう声。 

 それから観光センター、これはもう老朽化しておる、しかしあの下には広いス

ペースがあるし、ゆったりお客さんが来てそういったひとつの交流の場、または時
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間待ちのひとつのスペースとしてもっと有効に活用することができないだろうか。

今設置されている場所は狭さと、そしてなかなかまだ地域住民との連携が十分でき

ていない。特にこういった面で期待はするけれども地域の人たちの巻き込んだ、や

はり管理、運営を今後検討していくべきではなかろうかと、この２点を最初にお尋

ねをします。 

○副議長（布施文子君）  田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君）  河本議員の只今の質問に対しましてお答

えを申し上げます。 

 保育料が高いのではないかという御質問でございました。 

 ここで御紹介申し上げますけれども、平成２１年度の決算で申し上げますと、保

育園の運営にかかる経費につきましては運営経費として、私立の運営経費でござい

ますけれども、これは４園ございます。これが２億６００万円でございます。市外

の広域保育事業としましては７３５万６，０００円でございます。公立保育園、市

内１０園ございますけれども、運営費といたしましては３億９，５７４万２，

０００円支出しておるわけでございます。その中で、運営経費のうち占める保護者

の皆さんからいただく保育料につきましては、１億１，２００万円でございます。 

 今日の保育料につきましては、国の定める基準に沿って徴収しておるわけでござ

いまして、保育料に給食費が含まれておりませんけれども、今おっしゃる少し高い

のではないかという御意見でございますけれども、現在の状況から見ますと、大変

困難な状況であろうというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（布施文子君）  山本総合観光部長。 

○総合観光部長（山本 勉君）  初めにありました大理石加工展示施設の活用のこと

ですが、これは御存知のように秋芳洞のふれあい広場のちょっと奥まったところに、

この展示館があります。 

 これは旧秋芳町時代に、まちづくりの交付金事業の一環で、平成の２０年に整備

をされております。現在では、まだこれは３年足らずしかたっておりません。今言

われたように、これは旧授産場の歴史を残すために、大理石の加工機械とか、そう

いうものをパネル等で製造過程などを紹介しておる施設になっておるわけですけど

も、目的としては、やはり観光客の皆さん多くに、やはりここも見ていただきたい
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という思いがあったろうと思うわけですけども、現状をちょっとお話しますと毎日

開館はしております。が、来館者が少ないというのが現状です。やはりお客さんに

とって、やはり魅力に欠けておるというふうに私は考えております。 

 この施設は、交付金を活用と言いますか利用しているということから、使用の用

途が限られております。このことから目的外にすぐ切りかえるということにはなか

なかなりません。目的に沿って、ここの地域の活性化としてイベント等を利用する

中で、観光客の皆さんに喜んでいただける施設となるように、今後検討をしていき

たいと思います。まあ、その点について何かいいアイディアがあれば、また教えて

いただきたいというふうに考えております。 

 それと、観光センターのお話を今、されましたが、センターは既に４０年経過を

しております。いろいろと中のリフォーム等もちょっと検討した時期もあったんで

すが、今は耐久性に非常に問題があるということがわかりました。そういうことか

ら、今ちょっとセンター自体のリフォームというのは非常に難しいということです。

ということで、当面一番下の休憩所、これもかなり古くなっております。そういう

ことから、今年度、今工事を進めておりますが、皆さんにゆっくりくつろいでいた

だけるように、リフォームを１階についてはしております。そういうことでの整備

は心がけて、やれる範囲でやっていこうというふうに考えております。 

○副議長（布施文子君）  河本議員。 

○１０番（河本芳久君）  それでは、最初にアンテナショップのほうでございますが、

地域の特に商店街の皆さんも期待し、もともと施設の所有者は地域住民の共有財産

になっています。だから、やはり何らかの活性化に寄与していただきたいという思

いは強いんですが、先ほどのふれあい広場の件です。 

 これは、スペースといい、場所といい一番いいところに占拠しておるわけです。

お客さんもどんどんあそこを通って行くが、中に入ったらパッと帰られる。魅力が

ない。もう少し施設の改造をして、目的外に使うということは問題があるかもわか

りません。この補助金で返還済んでおりませんから。 

 しかし、有効な活用ということから、もっと検討の余地はなかろうかと。そうい

う意味ではアンテナショップ的なものとか、特に情報発信とか、そしていろいろな

展示物に工夫を凝らせば大いにアピールできる。そういう施設と私は受けとめてお

る。それが有効に活用されていない、そういう面で今改めて別の位置にそういうも
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のをつくるということについて、地元の人たちはいかがなもんだろうかという、こ

ういう声を伺っているから、やはりこれは補助金で予定変更は難しい。しかし将来

的には何らかの活用をし、地域の商店街、また秋吉台観光のひとつＰＲにもっと有

効に活用しますと、やっぱりそういうひとつの行政側の新たな何かアクションを起

こされれば、それについて十分説明をされていったほうが連携が取れるんじゃなか

ろうかと、そういう意味を込めて、今後のいろいろの運営についてもひとつ情報発

信され、地元との連携を深めていかれる、これをお願いしておきたいと思います。 

 次に、子育てでございますが、私の言わんとすることはメニューとしてたくさん

のこの国・県が事業を提示している。それに今度は市ものかかってやるわけです。

やるけれども予算はいろいろついてくるが、市の持ち出しもあるが、要するに地域

の実態に即しているかというこの質問なんです。 

 というのは、保育園が１０施設あっても充足率５０％以下が七つであると。もっ

とその辺のところを効率的に、そして運営すれば、例えば２子から３子については

もう保育園を無料にしますよとか、こういう打って出ることによって、美祢市の子

育て支援に大きなひとつのアクションを起こすことができる。そういう意味で私は

今話したわけです。そして、実際にやっておられても、先ほどの利用率が非常に少

ない。いろいろの政策の中で利用率が少ない。その代表的なのが、今の私の調べて

おります子育ての支援拠点事業です。こういうものを非常に利用率が少ない。まし

てや子育てサロンというのは４．７％、周知されていない。もうちょっと周知され

る方法はないじゃろうか。 

 お母さん方の要望は、この保育所や幼稚園にかかる費用の負担が少しでも軽減さ

れれば、こういう要望が７０．９％もある。そして子供が安心して医療にかかる体

制がほしい。美祢市内には小児科の病棟がどうなっているかと、こういったことも

載っておりますが、私は本当にたくさんの事業をやっておられるが、地域の実態に

即して、そしてまた対象者のお母さん方やお父さん方に応える事業サービスを展開

することが大事ではなかろうかと。今やっておられることもたくさんやっておられ

ますが、そういうふうに絞り込んだ政策も対象者が非常に少なくなっております。

そういうことで質問をさせていただいたわけです。 

 最後に、弁天池の周辺の整備、現在は養鱒場に行くには境内を通っている。市道

はない。秋芳町時代はお互いの長いなれ合いの中で、そういったものをお互い融通
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し合いながらやっておりましたけれども、やはりたくさんのお客さんが入ってくる。

そうするとやはり何らかの養鱒場に行く道、そして周辺の排水路の整備、先般も土

砂が水路に流れ込んで、誰が後管理するか。地元からちょっと来て見てくれという

ことで、昨年の洪水の後まいりましたけれども、やはりせっかくのいい自然環境を

持っていますので、つい勝手に手は入れられない。そういったことで、この辺りの

整備について地元の声もう少し聞く、また相談をするそういった機会が持てないか

お尋ねします。 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  今の弁天池の件の前に、ちょっと誤解があってはいけないの

で私のほうから申し添えておきますが、今のアンテナショップ、これにつきまして

は先ほど河本議員は地元から聞いたが、聞いたがというふうにおっしゃいましたけ

れども、あそこに開くまでに至る経緯を御存知ない。皆さん店舗をもっておられる、

みな利害がからんでおるので、地元の方と丁寧に、丁寧に協議を重ねて、ようやく

あそこで皆さんの御理解を得て開くところまで持って来たということです。 

 今おっしゃった授産施設、これも旧秋芳町が国の交付金事業でやられたもんでご

ざいます。当然のごとく国の交付金ですから、目的をもって計画書を出してつくっ

てますんで、その目的外使用をするということは、莫大な交付金を国に返還せんに

ゃいけんということになるでしょう。その辺もちゃんと御理解を賜りたいと思いま

す。それをひとつ付け加えておきます。 

 それと、今の弁天池ですが、これについては先ほど私壇上で申し上げたとおり、

今できる限りのことはやっていっています。私もあそこに何遍も行きました。お話

もいろいろ聞いています。それをお話を聞いて、そして観光客の視点で、今できる

範囲の形でやっておる。今道路のこともおっしゃったけれども、それは簡単にでき

るようであれば、旧秋芳町の時代にやられておったです。ですから、その辺の土地

の利害も絡んでいますので、非常に丁寧なことをしていかないと、ものはなしえな

いということも御理解を賜りたいというふうに思います。 

 以上です。 

○副議長（布施文子君）  河本議員。 

○１０番（河本芳久君）  少し質問事項が多岐にわたっておりましたが、今の答弁を

しっかり具現化するよう、また努力していただきたい。それが市民の願いでもござ
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います。どうかよろしくお願いします。長時間ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○副議長（布施文子君）  この際、暫時、３時半まで休憩をいたします。 

   午後３時１５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

   午後３時３０分再開 

○副議長（布施文子君）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 先ほどの南口議員の一般質問において、質問の不足がありましたので、南口議員

から発言の申し出がありました。 

 ここで発言を許可いたします。南口議員。 

○２１番（南口彰夫君）  先ほど一般質問で公共事業の競争入札制度の指名審査会と

地方自治法についてということで、法のもとに適正かつ公平・公正に実施されてい

るかといった点で、私は公職選挙法並びに地方自治法との関係だけの発言になって

いました。 

 しかしながら、先ほど申した株式会社ユウエイ、それから代表取締役有道議員と

の関係で、実際にこの入札が、１２月９日において入札が実施され、既に工事請負

契約が済んでおると聞き及んでいます。 

 そうした点から見るならば、この、こうした入札とそれから事業の請負契約、そ

れがどう適正かつ公平も含めてなされているかということを精査していただきたい

という点では、建設業法、私、議場では初めて使う言葉なんですが、建設業法とい

う法律がありますね、副市長、建設業法御存知ですか。知っていますね。その後ろ

の方々も。 

 建設業法という法のもとに、市が出した、特にこの工事の発注が市道荒川線道路

災害復旧工事等になっておりますので、こうした建設業法に基づいて、株式会社ユ

ウエイの事業目的が土木工事業・建築工事業等にかかわっていますので、建設業法

に基づいて適正にその業務が行われているかも含めて、きちんとした調査、法のと

もに、きちんと行われているかどうか調査、精査をしていただきたいと。 

 そのことについては、先ほど監査室の方々にも述べたように、たとえ人出が足ら

ない、予算が足らないといういろいろな困難な状況があったとしても、その機能が

法のもとにきちんとした業務が遂行できるようにしていただきたいということを補
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足して、発言に終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○副議長（布施文子君）  それでは、一般質問を続行いたします。西岡晃議員。 

   〔西岡 晃君 登壇〕 

○１１番（西岡 晃君）  皆さん、お疲れさまでございます。本日最後の登壇となり

ました純政会の西岡でございます。それでは、一般質問順序表に従いまして、質問

をさせていただきます。 

 平成２２年度国勢調査の結果について質問いたします。 

 日本全国の都市の共通の課題であり、また、大きな社会問題でもあります少子高

齢化・人口減少化社会の到来は、本市も同様に厳しい状況であり、また、大きな美

祢市の政策の課題の一つであることはいうまでもありません。 

 また、地方分権が叫ばれる中、独自の施策を展開し魅力ある地域にするため、平

成２２年度を初年度とする第一次美祢市総合計画を策定し、今後の１０年間のまち

づくりの基本理念を掲げ、総合的な取り組みがなされておると認識しております。 

 その総合計画を進めていくにあたっての大前提が、この地域に住んでおられる方

の人口、また年次ごとの目標人口であると考えます。総合計画を見てみると推計人

口２万７，９７７人プラス施策増加人口が２，０２９人の合計で、目標人口を平成

２２年度において３万６人と設定され、さらに市民が夢・希望・誇りが持てる美祢

市を創造していくことで定住の傾向が強まり、平成３１年には３万人と目標を設定

されておられます。 

 そうした中、昨年実施された国勢調査の速報値が２月に発表され、美祢市のホー

ムページにもアップされました。 

 報道で速報値を確認するまでは、正直、美祢社会復帰促進センターの誘致に成功

し、平成１７年に実施された前回の調査より、人口が増えているのではないかと期

待して速報値を見ました。しかしながら、平成１７年人口より１，１９４人減少と

いう結果になり、総合計画で設定した目標値より１，３６１人少ない２万８，

６４５人という結果となりました。 

 そこで、総合計画をスタートさせてわずか半年後の調査で、これほどの目標値の

ずれが生じた結果について、どのように分析されておられるかお聞かせ願いたいと

思います。 

 最近、美祢市出身で他の地域で暮らしておられる方と話をする機会が重なり、特
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に美祢市で働きながら近隣の市で生活をしておられる方の話を聞く機会があり、美

祢市で働きながらなぜ他の地域で生活するのかと聞いてみると、一番の理由はやは

り教育の問題、特に小学校、中学校で同級生が４人、５人のところで学ばせるのは

子供がかわいそうという方が多く、次に職場の近くで生活したいが住宅がなく、仕

方なく通勤は大変であるが他地域で生活をしていると言われ、特にこの２点につい

ては２０代、３０代の方の意見として多く聞いております。 

 総合計画を改めてじっくり見てみますと、この２点とも問題提起されており、解

決に向かう方向ではあるように計画されてありますが、実施計画段階で住民ニーズ

と施策のずれが生じているのではないか。 

 また、昼間人口これは昼間の人口ですが、これは常住人口に他の地域から通勤し

て来る人口を足し、さらに他の地域へ通勤する人口を引いたものを昼間人口と言い

ますが、これと夜間人口についてこの差がありますが、これについてどのように分

析されておるかお尋ねいたします。 

 平成１７年国勢調査では、このデータは旧美祢市になりますが、昼間人口１万８，

４９７人、夜間人口１万７，７５４人、昼間人口、昼間の人口が７４３人多く、近

隣の市を見てみると、昼間人口が多いのは宇部市のみとなっております。これは何

を意味しているのか、そのあたりの市長の見解をお聞かせ願いたいと思います。 

 また、２２年の調査速報にはまだこのデータは開示されておりませんが、どのよ

うな数値になると予想されておるのでしょうか、お尋ねいたします。 

 また、先ほども申しましたが、総合計画の大前提が揺らいでいると思われます。

今後どのように目標を達成するか、市長なりの具体的な私案をお持ちだと思います

のでお聞かせ願いたいというふうに思います。 

 以上で、壇上での質問を終わります。 

   〔西岡 晃君 発言席に着く〕 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

   〔市長 村田弘司君 登壇〕 

○市長（村田弘司君）  それでは、西岡議員の平成２２年度国勢調査の結果について、

分析をどのようにされたのか。ことについてお答えをいたします。 

 御存知のとおり国政調査は統計法に基づき、日本に住んでおられるすべての方を

対象とする最大の統計調査であり、大正９年から５年ごとに行われておりまして、
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今回が数えること１９回目になります。 

 マスコミでも報道されておりましたが、平成２２年の国勢調査は我が国が人口減

少社会へ突入して初めて実施をされたものであり、その結果は日本の未来を描く上

で欠くことのできないデータベースとなります。 

 本市におきましても平成２２年１０月１日を基準日として調査を実施をし、その

結果、これは先ほど議員が壇上で言われたけども、人口は２万８，６４５人、世帯

で言いますと１万５５７世帯であります。 

 なお、この場をお借りをいたしまして国政調査に御協力をいただきました市民の

皆様をはじめ、多くの調査員の方に御礼を申し上げたいと思います。 

 さて、前回の平成１７年度の調査におきましては、人口２万９，８３９人、世帯

数が１万６４６世帯でありましたので、人口で１，１９４人、世帯数で８９世帯の

減少となりまして、割合にいたしますと人口で４．０％、世帯数で０．８％の減少

率となっておるところであります。 

 一方、全国の集計結果は、人口１億２，８０５万６，０００人、世帯数が５，

１９５万２，０００世帯でありまして、前回の平成１７年と比較をいたしますと、

人口で２８万８，０００人、０．２％の増、世帯数で２３８万６，０００世帯、率

で言いますと４．８％の微増というふうになっております。 

 そのうち、山口県全体では１４５万１，３７２人、５９万７，１９５世帯という

結果でありまして、対平成１７年度と比べますと、人口で４万１，２３４人減って

おります。それから世帯数で５，７３５世帯が減少しておるということで、人口で

２．８％の減、世帯数で１．０％の減少率であります。 

 このように、全県的にも人口減少社会を露呈をした結果となっておるところであ

りますが、本市における特徴的な点といたしまして、１世帯当たりの人口に着目を

いたしますと、山口県全体では１世帯あたり平均２．４３人に対しまして、本市で

は２．７１人ということで、県平均より１１．５％多いという結果が表れておりま

す。このことは高齢化率は高いものの、単身世帯の増加や核家族化を懸念する全国

的な動向に対し、若干明るい数値と言えるのではないかというふうに考えておりま

す。 

 今回の国勢調査による本市の人口を町別に申し上げますと、大嶺町が８，

５１５人で対平成１７年比で２４２人、率にすると２．８％の減でございます。伊
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佐町が３，５５２人で３６１人、率にしますと９．２％の減、於福町が１，

７８５人で、数で言いますと１５０人、率で言いますと７．８％の減であります。

東厚保町が８６３人で１０６人、率で言いますと１０．９％の減、それから西厚保

町が１，０４８人で１２８人、率で言いますと１０．９％の減、美東町が５，

６６９人で４４５人、率で言いますと７．３％の減、秋芳町が５，４５０人で

５２１人、率で言いますと８．７％の減となっておりますけれども、今回の調査結

果において唯一の増加を示しております豊田前町では１，７６３人で７５９人、率

で言いますと７５．６％の増となっております。これは、先ほど議員も触れられま

したけれども、美祢社会復帰促進センターを誘致をしたということによる特筆すべ

き効果であるということがうかがえるというふうに考えております。 

 さて、１点目の御質問ですが、総合計画で目標に掲げた３万人を達成できていな

いが、住民ニーズと施策のずれが生じているのではないかとの御質問でありますが、

確かに第一次総合計画では、計画の開始年、すなわちこの本年度２２年度の目標人

口を３万６人として掲げておりまして、昨年１０月の国勢調査の人口は、先ほども

申しましたが２万８，６４５人ということでありました。総合計画の目標人口と実

際の人口に１，３６１人、率にして４．５％の差が生じておりますけれども、この

差が議員の言われる住民ニーズや施策のずれによるものとは直接的には考えにくい

ものであります。 

 その理由といたしましては、第一次総合計画は平成２２年度から実施を開始した

計画でありまして、計画がスタートしてわずか６ヶ月後の人口を調査したものであ

ることから、総合計画の事業成果は十分に表れていないということが言えると考え

ております。とは申せ、総合計画で言っておりました数字とこの初年度の数字の１，

３６１人の差は真摯に受け止めておりまして、１０年後の目標人口であります本市

の人口３万人を達成をするために、各種施策の実行を強く決意をいたしたところで

あります。 

 次に、２点目の昼間人口と夜間人口についてでありますが、議員の質問の趣旨は

国勢調査における昼間人口と夜間人口を比較して、昼間人口が多いということであ

れば、市内への定住対策の推進を行っていく。また、逆に夜間人口が多いというこ

とであれば、市内での雇用の場の創出を、との非常に高い見識に基づいた御質問で

あろうというふうに思います。 
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 今回の国勢調査での昼夜間人口の状況は、まだ公表はされておらず、その詳細は

まだ知らされておりません。ではありますけれども、平成１７年の国勢調査の状況

を説明させていただきますと、平成１７年の夜間人口は、まあ、その当時はまだ旧

美祢市、旧美東町、旧秋芳町の数値を合算したものですけれども、夜間人口は２万

９，８３９人、これに対し昼間人口は２万９，２９０人となっておりまして、その

差は５４９人ほど夜間人口が多いという結果になります。夜間人口１００人に対す

る昼間人口の割合を示します昼夜間人口比率も９８．２％というふうになっており

ます。 

 国勢調査における昼夜間人口が公表されるには、今しばらく時間を要するという

ふうに思っておりますが、総合計画に掲げた施策や事業を柔軟に実施をしていくと

いうことが、本市の定住人口を増加してまいる所存であります。 

 それから最後の御質問の総合計画の大前提が揺らいでいるが、今後目標達成のた

め、どのような施策を考えているかという御質問ですが、ここでまず申し上げてお

きたいことは、先ほども少し触れましたけれども、総合計画の開始年の人口が計画

上の人口から４．５％減少しているものの、総合計画の目標達成に大きく影響する

ものではないということであります。 

 この人口の差は、総合計画に基づくまちづくりを着実に実施する中で、十分に解

消できるものというふうに考えております。 

 さて、御質問の今後どのような施策を考えているかということについてでありま

すが、御案内のとおり本年度は総合計画に掲げる五つの基本目標に向けまして、

数々の事業を予算化し、その実施にとりかかったところであります。 

 平成２３年度は、本市の人口増加のための受け皿として、公営住宅の建設事業や

市内の空き家を紹介する空き家情報バンクの支援事業などによる、居住する場所を

提供する事業を計画をしております。しかしながら、このような住まいの場所を提

供するハード的事業の推進のみでは、人口増加には大きくつながらないと考えてお

りまして、真に人口増加に必要なものは、先ほどのハード的事業によります環境の

整備に加え、生活費を捻出するための就労の場所、それから、これも議員がさっき

おっしゃったけども、子供たちの教育環境、それから交通通信網の整備やその利便

性、安心をした生活を送るための医療や福祉、それから上下水道等のインフラなど、

さまざまな生活環境の整備が必要であるというふうに考えております。 
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 この環境整備を総合的に実施をし、本市をハード・ソフト面の両面から充実をさ

せるということが、人口増加のための必要条件ということで考えておりまして、市

民意識も寸借をして、この総合計画が美祢、美東、秋芳のそれぞれの地域審議会、

そして総合計画審議会、四つの審議会に十分たたいていただいた。それから３，

０００人の方に、審議の方３，０００人の方にアンケートをお出しして、その結果

に基づいておる、大前提がですね。こういうふうな作業を積み重ねて作り上げた、

策定をしました総合計画、これを着実に実行することで、市民ニーズに合致した市

民が望まれるまちづくりが実現できるとともに、総合計画が目標とする交流拠点都

市の創造につながるものというふうに確信をしております。 

 今後におきましても、本計画に掲げる五つの目標の達成に向けまして、各種の施

策や事業を積極的に企画し展開をしてまいる所存であります。 

 壇上での回答は以上でございます。 

○副議長（布施文子君）  西岡議員。 

○１１番（西岡 晃君）  ありがとうございました。それではいくつか再質問をさせ

ていただきたいというふうに思いますが。 

 まず、壇上で今市長のほうから御答弁いただいたとおり、総合計画が始まって

６ヶ月ということで、私もここでの差はそう大きいものではないなというふうな感

じは受けます。しかしながら、目標はやはり目標としてとらえて、計画を市民の皆

さんにお示しした以上は、それを何とかクリアしていくというのが大前提じゃなか

ろうかというふうに思います。 

 そういった面で、壇上から質問をさせていただきましたけれども、山口市、宇部

市、下関市の私のちょっと知り合いの方が、美祢市出身が出ていった３組の方と最

近ちょっと会う機会がありまして、お互い話をしていたんですが、職場は美祢市に

あります。で出身も美祢市です。なのに、よそでアパートを借りたり、まあ、家を

建てたり、マンション買ったりということで、美祢市外に出られて生活をされてい

ます。まあ、そういった方に話を聞くと、やはり過疎地域と言いますか、小学生が

同級生が３人、４人しかいない。中学校に行ったらクラブ活動ができない。こうい

った状況で本当に子供が成長するのにいい場所かどうかわからない。確かに自分た

ちが住んだ場所なんで愛着はあるけれども、子供のことを考えて、なかなかそこで

生活するのは難しいという意見が多く寄せられたということ、まあ、考えてみたら
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そういった感じなのかなというふうにも思います。 

 例を挙げて言いますと、豊田前中学校ですが、現在生徒数が２２人だと思います。

男子だけで野球のチームもつくれない。クラブ活動ができていない。で、厚保中学

校と合同で野球チームをつくると。それでも人数が足りなくて、よそのチームから

１人借りて試合に臨むというような状況、こういった状況が本当にいいのか。まあ、

親御さんにとっては、なかなかそういった学校で本当に子供を成長させていくのは

難しいんじゃないかというような思いがあって当然だと思います。そういった、や

はりことがなかなかこの美祢市の総合計画をずっと見てみましても、具体的にそう

いったところが落とし込んでいないので、これは教育民生委員会、まあ、委員長の

ほうにもお願いしておりますが、この３月議会中に委員会としても、何らかの意見

書なり要望を市長また教育長あてにお願いしたいと思っておりますが、この辺のや

はり行政と議会と住民の足並みがそろわないと、人口が増えていかないんじゃない

かなというふうに思いますので、その辺をもう一度市長の考えをお聞かせ願いたい

と思います。 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  確かに西岡議員がおっしゃるとおりなんですよね。 

 今の子育てにかかることというのは、恐らく若い御所帯には大きな問題であろう

と思います。子供に、まあ、少子化も進んでおりますから、お持ちになる子供さん

の数も昔と違ってお一人とかお二人ということで、非常に期待も大きいですし、そ

のお子さんを育てる環境は、まず第一に考えられるということはあってしかるべき

だろうと思います。 

 今の学校の統廃合のことに直接の言い方ではないけれども触れておられたという

ふうに思います。小学校が２２校、中学校が８校、合計小・中学校全市で３０校あ

るという、３万を切る市で３０校の小・中学校をもっているという非常にある意味

では、本当ちょっと設置数が多いかなということがあるかもしれません。 

 しかしながら、私が初代市長にならせていただくときに、政策の公約として、こ

の４年間はこの３０校の学校についてはいらわないと。丁寧に住民の方々の御意見

を聴取をさせていただいて、その上で議会、市民の方の御理解を得て、もしやるん

であれば、そのあたりになるであろうということを申し上げておりました。ですか

ら、ことし２３年度が私の４年間の任期の総仕上げになりますけれども、この
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２３年度中にはそのことは謳っておりません、ということですね。ただし、今申し

上げたように、子育てにかかわること、まあ、いろんなことがあるんですよね。こ

の住みやすい市というのは。そのことを着実にやっていくということが、人口増に

つながってくると思います。 

 かつて旧美祢市がフォーカスという写真集がありますよね。あれに全国の住みや

すい都市ランキングというのが載ったことがあります。当時、小竹市長に呼ばれま

して「村田君見てくれ」と。「僕はうれしい」と。本当確か全国の住みやすい都市

の中のベストテンに確か入っとったという記憶があるんですが、美祢市が安全・安

心で非常に住みやすい市ということが載っていました、そのフォーカスの都市ラン

キングの中に。そういう意味で言えば、そういうベースについては変わっていない

と思いますね。 

 きょう一般質問でも、山本議員の一般質問だったかな、お答えしたけれども、子

供さんの１１０番のお宅に誰もかけ込んでいないと、こういうふうな状況があると

いうことで、まあ、住みやすい市ではあるけれども、逆に言えば子供さんにとって

刺激が少ないということもあるかもしれません。物事というのは裏と表があります

から、子供さんというのは若いですから、ある程度遊べるところとか、刺激を求め

ることもありますので、その辺も含めた環境の整備ということも必要かなと。です

からそういうふうの面での商業行為を行っていただくようなところがあればいいか

なということもありますし、いろんな面でこれからやっていきたいというふうに考

えております。ちょっと長くなりましたが以上です。 

○副議長（布施文子君）  西岡議員。 

○１１番（西岡 晃君）  確かに市長の３年前ですか公約には、統廃合のことは謳わ

れておりません。 

 確かに必要だということで、御認識があると思いますので、次回どういうふうに

されるかまだわかりませんけれども、２期目出られるんであれば、そういった中の

公約として掲げていただければ、市民の皆さんも喜ぶんじゃないかなというふうに

思っておりますが。 

 次に、先ほど同じ資料だと思います。昼間人口と夜間人口同じ資料を私も見てお

りますが、市長が言われたのは美祢市と美東町と秋芳町と、旧ですね、を合算され

てお話されました。 
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 私、旧美祢市の分のみをお話させていただいたんですが、私が考えるに旧美祢市

だけをとらえてみますと、これはリクルートの調べですね。昼間の人口率が高い行

政区は、中国５県の中で９番目に美祢市が高いということになっております。昼間

が１万８，４９７人で、夜が１万７，７５４人、７４３人ほど昼間働きに来られる、

また就学に来られる方が多いという状況。また、矯正施設ができまして、さらに増

えたんではないかなというふうに感じております。そういった面から見ますと、ま

だまだ定住していただける可能性が多くあるということだと私は認識しております。 

 そこで、定住対策をまた、総合計画を見てみますと、今、公社を解散されるとい

うことで話が進んで、このときはまだ書かれておりませんので、ちょっと一歩進ん

だのかなというふうに思っておりますけれども、余り具体的ではないというか、人

口の動態を見たときに 、先ほど市長も言われましたけれども、大嶺町からずっと

言われまして、ほとんどの町が減って、しかし、豊田前町だけは増えている。これ

は中に入っておられる受刑者の方の人数もカウントされておりますので、一概に全

部これがどうだというふうな数値じゃないというふうに思いますけれども。 

 ここで私がちょっと申したいのは、政策として人口動態と言うか、人口がそこに

いく可能性があるところにタイムリーな政策を打っていかないと、定住の対策にな

らないのかなと。そういう面で、一昨日、民間のそこの警備会社の方とお話しまし

たけれども、現在昼間に民間の方が働かれているのが約２００人くらい働かれてい

ます、あそこの矯正施設で。その約半数以上が市外から通われているということで

す。 

 これは、最初の話で美祢市の中からどうぞ雇ってくださいということでお願いを

しておったのですが、なかなか人が集まらないということで、市外からなったとい

うふうに思いますけれども、そこで結婚された方も何組かおるということ御存知だ

と思いますけれど、その方も市外に出ていってしまったと。美祢市の住民の方が出

ていかれたという例もあります。そういう方にもきっと、やはり近くに住む場所が

ないということで出ていかれたということがありました。 

 実は、何でこういうことを言うかというと、先ほどの南口議員の質問ではござい

ませんが、豊田前の国道４３５号、あの周りの一番使い勝手のいい土地が、旧、そ

れこそ今でこそ宇部興産ですけれども、山陽無煙の社宅の土地であったり、そうい

った関連の土地であって、なかなか市としての手がつけれないということで、私が
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議員になりまして一番初めに一般質問したのが、その住宅をどうにか建てれないだ

ろうかという質問をしたときに、執行部からの回答が、豊田前では建てる土地がな

いんだよということで、村田市長も御存知だと思いますが、４年前だったかちょっ

と５年前だったかはっきりものを覚えておりませんけれども、宇部興産のほうから

無償で、先ほども南口議員がしきりに無償で、無償でって言われておりましたけれ

ども、無償で土地をいただきました。その土地をいただいた経緯は、刑務所ができ

るのでそこに住宅を建てたいんだという話をして、じゃ、それなら住宅用途として

御提供しましょうということで、土地をいただいて４年間ぐらい、今塩漬けになっ

ております。 

 財政が厳しいおり、当然中心部の発展とか、まあ、そういうことを考えて下領住

宅を建て替えるというのが一番なんでしょうけれども、そこでもうちょっとひねっ

て、いろいろ私も調べたんですが、民間にこういう用途で使うんであれば、低価格

でこの土地を譲りますよというような方法で、住宅を建てている都市が何都市かあ

ります。ＰＦＩ方式に近い方式ですけど。 

 そういった形で民間の活力を使ってやるというひとつの方法を考えていただけれ

ば、民間のその活力も生まれますし、市の財政にとっては、土地を無償でもらった

ものを安く売ればそれだけ利益が出るわけですから、市の財政的に負担も少ないの

かなというような考えで提案してみたいなというふうに思っておりますが、そうい

った柔軟な発想をしていただいて、タイムリーなところに資本を投下していただい

て人口を増やすと。 

 で、先ほども申しましたけれども、まだまだ定住をしていただける可能性が高い

地区じゃないかなと、この美祢市というのは。そういったことを踏まえて柔軟な発

想をしていただきたいというふうに思いますが、その辺の考えはいかがでしょうか。 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  西岡議員の御質問ですが、やはりお若いね。うん、柔軟とお

っしゃったけど、非常に柔軟に考えておられる、今感心して聞いておりました。 

 確かに、この美祢地域のほうは昼間人口が多いんですよ。これは私がかつて企画

政策にいたときに、それは自分で調べました。やはり昼間人口が多いということで、

通勤、通学で旧美祢地域に入っておられる方が、こっから働きに出られる方、通学

に出られる方よりも多いんですよ。ですから、来られるということは、その方に住
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んでいただく余地があるんですよね。ですから、定住施策をやっていくことによっ

て、伸びしろというのはこの地域はあるというふうに思っております。 

 今、美東、秋芳と一緒の合併市になりましたので、今度はこの中心部の工場とか

会社で働いておられる方が、美東、秋芳で住まわれるということも可能ですから、

これ皆美祢市になりましたから、そうするとまた美東、秋芳のあり方も変わってく

るということもありますんで、その意味では非常に私はこの美祢市というのは、い

つも申し上げるように多面的な面をもったすばらしい資質をもっていますので、こ

の定住促進に向けても、ほかの中山間の過疎地とちょっと環境が違うというふうに

思っています。 

 その中で今の土地のことをおっしゃいましたね、豊田前の。これは、まあ、どこ

でも同じことが言えると思います。企業に雇用の確保とか、それに伴う定住促進の

ために、企業に来ていただくために私もトップセールスをやっておりますけれども、

それをお話するときに、企業立地をしてくださったときには、例えば固定資産税の

免除とかいろいろなことを政策としてやっています。 

 同じことが今の、例えば定住を促進するために、その民間のアパートを建てる住

居を建てるのに、その何らかの行政として、ことがやれないかという発想だろうと

思いますね、面白いですね。実際によその、全国に何カ所かあるとおっしゃったけ

れども、どういうふうな方法でやっていったか、法的にはどういうふうなものを求

めているのかということについても、ちょっと調べさせていただきたいと思います。 

 あらゆることが、この美祢市のためになる、美祢市民のためになることであれば、

私もまだまだ若いと思っていますので、柔軟に取り組んでいきたいと思っておりま

すから、今の発想は面白いなと思いましたから、これからすぐ調査をさせます。と

いうことです。 

○副議長（布施文子君）  西岡議員。 

○１１番（西岡 晃君）  ありがとうございます。前向きなお答えをいただきまして

大変良かったなと思っております。 

 最後に、もう１点ほど。この２３年の予算概要の中に、実はすごく活性化対策費

の中なんですが、いいなと思った事業があります。それは、外から見た美祢市を考

える会開催事業をすると。これは非常に必要なことだと思います。外から見たらど

ういうふうに見えているのか、それで何で住んでいただけるのか、これはまさにや
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っていかないと、美祢市がひとりよがりで進んでいく可能性がありますので、すご

くいいことだと思います。 

 さらに、もう一つだけ言わせていただけると、実は職場がここにありながら外で

暮らしている方の意見聴取といいますか、そういった二つの面からやはり聞く必要

があるんじゃないかなと。この外から見た美祢市だけではなく、外に出ていった方

から見た美祢市、何で出ていったんだろうと。こういったところの疑問符をつけて

施策を進めていかないと、また一方的なことになっていくと思いますので、その辺

をやっていただければ、すごくいい事業が書いてあるなというふうに思っておりま

すので、その辺はいかがでしょうか。 

○副議長（布施文子君）  村田市長。 

○市長（村田弘司君）  今の件ですが、今のＵＪＩターンで美祢市に入られた方、こ

こから出た方が一遍、また帰ってこられた方とか、直接東京、大阪からこちらに来

られた方とか、私もいろいろな話を聞くんですよ。けれども、Ａさん、Ｂさん、Ｃ

さんいろいろな思いがあります。で、特定な方だけの思いを聞いておったんでは、

やはり偏ってしまいますので、いろいろお聞きをしとって、この実は２３年ぜひと

もこれをやってみようと思いまして、企画それから財政のほうに「これやるから予

算化をしろ」というふうに言って、この事業お金がかかりませんからほとんど。座

談会をもっていろんな話を聞かせていただいて、それをこの私の外から見た感覚を

この美祢市に活かしていくということは、人に入っていただけるきっかけにもなり

ますから、独善という言葉をおっしゃったけど、ずっとそこにおると、見えてこな

くなることがあるんですよ。そういうことを避けたいんで、特に私はこの行政のト

ップですから、トップのものにおるっていうのは、やはり情報を常に新鮮なものを

入れておかないと、硬直化して政策、施策が凝り固まって、前に進まなくなります

ので、常に新しい発想でいきたいというふうに心がけています。 

 その意味で言えば、今美祢市から出られて外で働いておられる方の意見をお伺い

するというのも、同じ考え方だというふうに見ておりますので、ぜひとも考えてみ

たいと思います。 

○副議長（布施文子君）  西岡議員。 

○１１番（西岡 晃君）  ありがとうございました。ぜひ議会、私としてもお手伝い

できるところは一生懸命お手伝いして、何とか１０年後の目標人口達成できるよう
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に頑張っていきたいと思いますので、これからもよろしくお願いしたいというふう

に思います。 

 きょうはどうもありがとうございました。 

○副議長（布施文子君）  以上をもちまして、本日予定された一般質問は終了いたし

ます。 

 残余の一般質問につきましては、あす行いたいと思います。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでございました。 

   午後４時１５分散会 

────────────────────────────── 
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